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住宅の購入、リフォーム費用に

最高 2,000 万円
（申し込み時点での退職手当金額＋上乗せ額まで）

●申し込みの際に、団体信用生命保険（＊）
に任意加入できます。

※抵当権の設定はありません。

入学費用・授業料に

最高 500 万円
（標準報酬月額12か月分まで）

● おおむね1年以内に必要とする教育資
金が対象となります。

結婚費用に

最高 200 万円
（標準報酬月額６か月分まで）

● 婚姻の前後６か月以内に申し込んでく
ださい。

車の購入など、臨時の資金に

最高 200 万円
（標準報酬月額６か月分まで）

● 生活資金、借入金の返済、事業性資金、
　資産運用資金などは対象となりません。
※マイカーローンによくある保証料は不要です。

５日以上の入院又は介護施設利用に

最高 200 万円
（標準報酬月額６か月分まで）

● 入院後又は介護施設入所・利用の６か月
以内に申し込んでください。

非常災害時に

最高 200 万円
（標準報酬月額６か月分まで）

● 災害発生日以後６か月以内に申し込ん
でください。

申し込みに当たっては、加入者期間が引き続き１年以上（住宅貸付は年金等給付の加入者期間が引き続き５年以上）必要です。

加 入者貸 付制度
変動
利率

令和3年７月1日現在　　※災害：年1.00％

詳しくは、私学共済ホームページ〔福祉事業▶加入者貸付▶「加入者貸付制度のご案内（PDF）」〕をご覧ください。
https://www.shigakukyosai.jp/

目的に応じて　　　　  の貸付けがあります6種類

住宅

教育

結婚

一般

医療・
介護

災害

＊団体信用生命保険
住宅貸付を借り受けている加入者が、償還途中に死亡又は高度障害になった場合、生命保険会社が本人に代わって貸付金
残高を支払う制度です。
毎月の保険料充当金は「貸付金額×3.48円／1万円」（令和3年4月1日現在）です。例えば、貸付金額500万円の場合、
毎月の償還金の他に保険料充当金が1,740円かかります。

毎月16日から月末までに申し込んだ場合、希望により翌月22日送金も行っています。
なお、22日送金を希望する場合は、「貸付申込書 DL」の右下にある「貸付送金日」欄の
「22日」に○印が必要です。

毎月15日（必着）申し込み締め切り日 送金日 翌月 2日 手続きは所属する
学校等の私学共済
事務担当者（係）まで

年1.26%



1

○加入者や被扶養者の皆様からの健康等に関する相談にお応えします。
私学共済制度の福祉事業では、健康・医療・メンタルヘルス・育児・介護などの相談サービスを行っています。

「私学事業団　健康相談ダイヤル」、「セカンドオピニオン相談」のフリーダイヤル、「Webカウンセリング」のURL及びユー
ザー名・パスワードは、「私学共済ブック 2020・2021〔保健・宿泊編〕」の28〜30ページ等をご覧ください。

2	 名画のものがたり　
	 vol.66　ロベール・ドローネー
	 「エッフェル塔」　利倉 隆　

Information
 4	 令和3年度　共済業務の事業計画と予算
 6	 お近くの共済業務課をご利用ください
 7	 健康保険法等の改正
	 令和元年10月台風19号で被災された人にかかる災害見舞金等の請求
	 オリンピック期間中の郵便物の遅配に注意してください
 8	 災害にあったとき
 9	 標準報酬月額・標準賞与額とは
10	 人間ドック利用費用の補助
11	 積立貯金後期募集
	 令和2年度　特定保健指導利用券
	 年金資産の運用にかかる業務概況書を公表します
12	 契約施設をご利用ください
13	 令和３年度　特定健康診査受診券を送付します
14	 ヘルスケアポイントをご利用ください
15	 確認通知書の送付
	 加入者証・加入者被扶養者証は必ず返納してください
16	 海外で医療機関を受診したとき
 	 「給付金等送金記録のお知らせ」を７月下旬に送付します
17	 加入者が出産し、子を養育するときの手続き
18	「障害の年金」制度をご存じですか
19	 雇用保険の高年齢雇用継続給付と年金の調整
	 退職等年金給付にかかる遺族一時金
20	 私学共済ホームページのご案内

22	 めざそう健康体!カラダによいこと
	 入浴効果で健康増進
	 東京臨海病院　健康医学センター　看護師
	 石井 純子
23	 メディカル・インフォメーション
	 認知症を予防しよう
	 東京臨海病院　神経内科
	 町田 裕
24	 レ・トラ

札幌ガーデンパレス／志賀高原 やまゆり荘／
京都 白河院／仙台ガーデンパレス／
東京ガーデンパレス／大阪ガーデンパレス／
湯河原 敷島館／京都ガーデンパレス

 DL  マークのある用紙は、私
学共済ホームページ〔様式用
紙等のダウンロード〕からダ
ウンロードできます。

新型コロナウイルス関連の情報は、私学
共済ホームページに随時掲載しますの
で、ご覧ください

30	 読者の窓
32	 チャレンジ the パズル
	 ピラミッド計算／重なり合う三字熟語

33	 おうちで作ろう 簡単レシピ
	 夏野菜の中華春雨スープ
	 森山 由香
	 私学共済制度の構成／編集室

〈表紙の絵〉
「いつかクジラと泳げるかな」
東京都　栗林　龍矢さん（7歳）

加入者向広報 〈共済だより〉
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1  

９
０
８
年
の
晩
秋
、
兵
役
を
除
隊

と
な
っ
た
23
歳
の
ロ
ベ
ー
ル
・
ド

ロ
ー
ネ
ー
は
パ
リ
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

す
で
に
色
彩
の
探
究
に
手
応
え
を
得
て
い
た

彼
は
、
ま
も
な
く
矢
継
ぎ
早
に
い
く
つ
か
の

テ
ー
マ
連
作
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず

「
サ
ン
・
セ
ヴ
ラ
ン
教
会
」
連
作
で
は
対
象

を
幾
何
学
的
な
形
体
に
還
元
す
る
キ
ュ
ビ
ス

ム
の
方
法
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
に
続
く
の
が

「
都
会
」
と
、
そ
し
て
「
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
」

の
連
作
で
す
。

画
面
左
右
か
ら
迫
る
歪
ん
だ
高
層
建
築
の

間
に
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
が
聳そ

び
え
立
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
る
で
揺
れ
動
い
て
い
る
よ
う
で
、
し

か
も
一
部
は
す
で
に
解
体
し
始
め
、
そ
れ
ら

の
断
片
が
パ
リ
の
街
の
上
に
崩
れ
落
ち
て
く

る
か
の
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
塔
の
周
囲
に

は
、
光
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
、
お
び
た
だ

し
い
円
板
が
花
火
の
よ
う
に
炸
裂
し
て
、
全

体
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
運
動
感
に
包
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
大
作
が
不
安
な
崩
壊
感
覚
よ

り
も
、
ど
こ
か
浮
き
立
つ
よ
う
な
祝
祭
の
気

分
を
か
も
し
出
し
て
い
る
の
は
、
彼
の
色
彩

研
究
の
成
果
、
つ
ま
り
複
数
の
色
彩
が
同
時

的
に
対
比
さ
れ
た
と
き
に
視
覚
的
に
生
じ
る

運
動
感
、
そ
し
て
華
や
か
な
リ
ズ
ム
感
に
よ

る
も
の
で
し
ょ
う
。

お
よ
そ
20
年
前
の
１
８
８
９
年
に
、
フ
ラ

ン
ス
大
革
命
百
周
年
を
記
念
す
る
パ
リ
万
国

博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
と
き
、
近
代
機
械
文

明
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
造
ら
れ
た
の
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
の
大
聖
堂
の
高
さ
を
は
る
か
に
し
の

ぐ
錬
鉄
製
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
で
し
た
。
現
在
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
パ
リ
の
街
自
体
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
不
動
の
も
の
で
す
が
、
建
設
当
初

は
首
都
の
美
観
を
損
な
う
醜
悪
な
構
築
物
だ

と
、
辛
辣
な
批
判
を
浴
び
た
も
の
で
す
。
こ

の
塔
に
い
ち
早
く
着
目
し
て
点
描
画
法
で
描

い
た
の
が
新
印
象
派
の
ス
ー
ラ
で
、
そ
の
と

き
塔
の
最
上
層
は
ま
だ
建
設
中
で
し
た
。

続
い
て
自
画
像
の
背
景
と
し
て
博
覧
会
の

賑
わ
い
と
と
も
に
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を
描
き

入
れ
た
の
は
ア
ン
リ
・
ル
ソ
ー
。
ド
ロ
ー 

ネ
ー
は
40
歳
も
年
の
離
れ
た
こ
の
風
変
わ
り

な
老
画
家
を
敬
愛
し
、
老
若
二
人
の
画
風
は

全
く
異
な
る
も
の
の
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
他

に
も
飛
行
す
る
複
葉
機
、
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合

場
面
な
ど
、
都
市
生
活
の
目
新
し
い
題
材
を

作
品
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
姿
勢
は
共
通

し
て
い
る
の
で
す
。

一
群
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
に
続
き
、
彼
は
ま

も
な
く
フ
ラ
ッ
ト
な
色
面
構
成
に
よ
る
連
作

「
窓
」
で
抽
象
絵
画
に
傾
斜
し
て
い
き
ま
す

が
、
そ
こ
に
も
わ
ず
か
に
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の

特
徴
的
な
姿
の
断
片
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

詩
人
の
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
は
ド
ロ
ー
ネ
ー
の

「
窓
」
に
キ
ュ
ビ
ス
ム
と
は
別
し
て
、「
オ

ル
フ
ィ
ス
ム
」
と
い
う
名
称
を
捧
げ
ま
し

た
。
そ
れ
は
古
代
の
神
話
的
な
詩
人
に
し
て

楽
人
の
オ
ル
ペ
ウ
ス
に
由
来
す
る
も
の
で
、

つ
ま
り
は
こ
の
画
家
の
音
楽
に
も
通
じ
る
叙

情
性
、
そ
の
色
彩
の
豊
か
な
リ
ズ
ム
性
を
言

い
当
て
て
い
ま
す
。
画
家
自
身
も
言
っ
て
い

ま
す
、「
色
彩
に
よ
っ
て
、
彩
色
さ
れ
た
フ
ー

ガ
風
の
曲
を
奏
で
て
み
た
い
」
と
。

兵
役
か
ら
戻
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃

発
す
る
ま
で
の
数
年
間
、
ド
ロ
ー
ネ
ー
は
ま

だ
20
代
後
半
の
若
さ
で
す
が
、
そ
の
間
に
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
制
作
し
た
連
作
群
は
彼
の

全
画
歴
を
通
し
て
も
一
つ
の
頂
点
を
な
す
も

の
で
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
彼
の
伴
侶
と

な
り
、
同
時
に
彼
に
芸
術
的
霊
感
を
授
け
る

ミ
ュ
ー
ズ
＝
詩
神
と
な
っ
た
ソ
ニ
ア
の
存
在

を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
ら
も
夫

と
と
も
に
抽
象
絵
画
を
開
拓
し
て
い
っ
た
一

方
、
そ
の
色
彩
対
比
の
成
果
を
装
飾
美
術
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
分
野
に
広
げ
、
両
大
戦
間

の
時
代
の
前
衛
的
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。
本
作
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
背

景
に
浮
か
ぶ
円
板
は
、
や
が
て
二
人
の
抽
象

画
の
中
心
モ
チ
ー
フ
と
な
り
ま
す
。
彼
ら
は

真
に
創
造
的
な
時
代
を
共
に
生
き
た
希
有
な

カ
ッ
プ
ル
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

エッフェル塔
La Tour Eiffel

Takashi Toshikura 利倉 隆

のものがたり
Story of the  Masterpiece

vol.66
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1910 － 11 年　カンヴァス　油彩　195 × 129cm　バーゼル美術館、スイス 写真提供：アフロ

ロベール・ドローネー Robert Delaunay（1885 － 1941 年）

パリの出身。絵画はほとんど独学だったがセザンヌとスーラを学ぶ。画家としての形成期にあたる20代を通じて、フォー	
ヴィスム（野獣派）、キュビスム（立体派）、「青騎士」などのドイツ表現派、イタリアの未来派など次々に誕生した革新的な芸術
運動に出会い、青騎士展に招待されるなど多くの画家たちと交友した。抽象と具象の間を往き来しながら、ウクライナ出身の
妻ソニア（1885－1979年）と生涯にわたって色彩の探究を続けた。
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令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
案
は
、
３
年
３
月
31
日
付
け
で
文
部
科
学
大
臣
の
認
可

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
事
業
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
３
年
度
の
共
済
業
務
に
お
け
る
各
事
業
の

基
礎
と
な
る
構
成
員
は
、表
中
①
の
と
お
り
、

総
計
１
５
８
万
人
（
加
入
者
、
被
扶
養
者
及

び
年
金
受
給
者
）
と
推
計
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
標
準
報
酬
月
額
の
平
均
及
び
標
準

賞
与
の
平
均
年
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
中
②
・

③
の
と
お
り
推
計
し
ま
し
た
。

●
短
期
加
入
者
と
は

　
短
期
給
付
（
医
療
）
に
か
か
る
掛
金
を
負

担
し
て
い
る
加
入
者
の
こ
と
を
い
い
、
本
人
と

そ
の
被
扶
養
者
は
私
学
共
済
の
健
康
保
険
制

度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
年
金
等
加
入
者
と
は

　
年
金
等
給
付
に
か
か
る
保
険
料
を
負
担
し

て
い
る
加
入
者
の
こ
と
を
い
い
、
こ
の
負
担
期

間
が
将
来
の
年
金
の
算
定
期
間
と
な
り
ま
す
。

●
標
準
報
酬
月
額
と
は

　
私
立
学
校
の
給
与
体
系
が
一
律
で
な
い
た

め
、
標
準
と
な
る
報
酬
月
額
表
を
定
め
、
こ

の
表
に
加
入
者
の
報
酬
月
額
を
当
て
は
め
た

も
の
で
す
。
掛
金
、
保
険
料
及
び
各
種
の
給

付
金
の
算
定
基
礎
と
な
り
、
基
本
給
の
他
、

扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
残
業
手
当
な
ど
の

支
給
額
が
す
べ
て
含
ま
れ
ま
す
。

私
学
共
済
制
度
の
構
成
員
は

約
１
５
８
万
人
（
推
計
）

区　分
①

構成員（人）
②

標準報酬月額
の平均（円）

③
標準賞与の

平均年額（円）

合 計 加 入 者 618,184 371,516 1,275,634

（短期加入者）（614,844）  （370,834）  （1,271,205）  

（年金等加入者）（592,059）  （363,548）  （1,206,866）  

被 扶 養 者 340,497 － －

年 金 受 給 者 622,077 － －

総　　　 計 1,580,758 － －

表　構成員・標準報酬月額・標準賞与額推計

掛
金
率
・
保
険
料
率
に
変
更
が
あ
り
ま
す

　
短
期
給
付
分
掛
金
率
は
、
前
年
度
と
同
率

の
８
・
５
６
９
％
に
据
え
置
き
ま
し
た
。

　
介
護
分
掛
金
率
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
示

さ
れ
る
諸
係
数
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
結

果
、
１
・
８
０
６
％
に
変
更
し
ま
し
た
（
前

年
度
掛
金
率
１
・
７
５
９
％)

。

　
加
入
者
保
険
料
率
は
、
毎
年
４
月
に
０
・

３
５
４
ポ
イ
ン
ト
ず
つ
引
き
上
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
軽
減
保
険
料
率
は
、
元
年
に
行
っ
た
再
計

算
の
結
果
、
３
年
４
月
～
８
月
ま
で
は
15
・

３
２
７
％
、
９
月
～
翌
年
３
月
ま
で
は
15
・

６
８
１
％
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
都
道
府
県
か
ら
の
補
助
が
行
わ
れ

た
場
合
、
そ
の
分
だ
け
保
険
料
率
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
賞
与
に
か
か
る
保
険
料

に
対
す
る
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
退
職
等
年
金
給
付
掛
金
率
は
、
前
年
度
と

同
率
の
１
・
50
％
に
据
え
置
き
ま
す
が
、
３
年

度
に
つ
い
て
も
経
過
的
長
期
給
付
積
立
金
を

活
用
し
、
厚
生
年
金
勘
定
か
ら
掛
金
率
０
・
30 

％
相
当
額
を
受
け
入
れ
、
納
付
し
て
い
た
だ

く
掛
金
率
を
１
・
20
％
に
軽
減
し
ま
す
。

　

福
祉
事
業
推
進
の
た
め
の
財
源
で
あ
る

福
祉
事
業
分
掛
金
率
は
前
年
度
と
同
率
の 

０
・
25
％
に
据
え
置
き
ま
し
た
。

●
軽
減
保
険
料
率
と
は

　

私
学
共
済
制
度
で
は
、
加
入
者
保
険
料
の

負
担
増
に
対
す
る
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
に
伴
う
積
立
金

仕
分
け
後
の
独
自
財
源
（
経
過
的
長
期
給
付

積
立
金
）
を
活
用
し
て
保
険
料
の
軽
減
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
年
４

月
～
８
月
の
加
入
者
保
険
料
率
は
16
・
４
７	

８
％
か
ら
１
・
１
５
１
ポ
イ
ン
ト
軽
減
し
15
・

３
２
７
％
に
、
９
月
～
翌
年
３
月
ま
で
は	

０
・
７
９
７
ポ
イ
ン
ト
軽
減
し
15
・
６
８
１	

％
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
軽
減
保
険
料
率
と

い
い
ま
す
。

　
短
期
給
付
掛
金
率
を
基
に
推
計
し
た
掛
金

収
入
は
３
３
７
４
億
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
保
健
給
付
等
の
給
付
費
は
１
７
６
９
億
円

を
見
込
み
、
ま
た
、
他
制
度
へ
の
支
援
金
等

と
し
て
、前
期
高
齢
者
納
付
金
５
０
６
億
円
、

短
期(

医
療)

給
付
事
業

(

短
期
勘
定)

病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
医
療
費
等
に
対
す
る

給
付
を
行
っ
て
い
ま
す

掛
金
率
・
保
険
料
率

令
和
３
年
度

共
済
業
務
の
事
業
計
画
と
予
算

財務部
主計課

予算
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図2　年金等給付事業（厚生年金勘定）の予算収支
　　（単位：億円）

注）四捨五入しているため、必ずしも合計と一致しません。

支　出
（１０，４０４）

収　入
（10,973）

保険料
（５，０３４）

基礎年金・
厚生年金
交付金
（３，１７５）

国庫等補助金
（１，４３９）

利息等（１，３２５） 当期総利益（570）

繰入金（136）

拠出金
（６,356）

給付費
（3,912）

Information

後
期
高
齢
者
支
援
金
７
６
５
億
円
、
介
護
納

付
金
３
７
９
億
円
等
を
見
込
み
、
図
１
の
と

お
り
の
収
支
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
収
支
差
に
支
払
準
備
金
の
戻

入
と
繰
入
と
の
差
額
を
加
え
た
80
億
円
が
当

期
総
損
失
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
な
お
、
支
払
準
備
金
は
、
当
該
事
業
年
度

に
お
け
る
短
期
給
付
請
求
総
額
の
12
分
の
１

に
相
当
す
る
金
額
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

●
支
援
金
等
と
は

　
介
護
保
険
や
高
齢
者
医
療
な
ど
の
他
の
医

療
制
度
に
要
す
る
費
用
等
を
賄
う
た
め
に
、
医

療
保
険
者
ご
と
に
、
そ
の
加
入
す
る
人
数
等
に

応
じ
て
割
り
当
て
ら
れ
る
金
額
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　
支
援
金
等
に
は
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

●
支
払
準
備
金
の
戻
入
・
繰
入
と
は

　
短
期
給
付
の
給
付
金
を
支
払
う
た
め
に
あ

ら
か
じ
め
積
み
立
て
て
い
る
金
額
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　
「
前
年
度
支
払
準
備
金
戻
入
」
と
は
、
前
年

度
の
支
払
準
備
金
を
当
年
度
に
一
旦
戻
入
す
る

金
額
、「
支
払
準
備
金
繰
入
」
と
は
、
当
年
度

分
を
前
年
度
分
に
替
え
て
新
た
に
積
み
立
て
る

金
額
を
い
い
ま
す
。

　　
厚
生
年
金
勘
定
に
つ
い
て
は
、
軽
減
保
険 

料
率
を
基
に
推
計
し
た
保
険
料
収
入
は
５
０ 

３
４
億
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
そ
の
他
に 

国
庫
等
補
助
金
１
４
３
９
億
円
、
基
礎
年
金 

交
付
金
20
億
円
、
厚
生
年
金
交
付
金
３
１
５ 

５
億
円
等
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
給
付
費
は
３
９
１
２
億
円
を
見
込 

み
、
そ
の
他
に
基
礎
年
金
拠
出
金
２
６
８
４ 

億
円
、
厚
生
年
金
拠
出
金
３
６
７
２
億
円
、

退
職
等
年
金
給
付
勘
定
へ
の
繰
入
金
99
億
円

等
を
見
込
み
、
図
２
の
と
お
り
の
収
支
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
収
入（
１
兆
９
７
３
億
円
）と
支
出（
１
兆 

４
０
４
億
円
）
と
の
収
支
差
５
７
０
億
円
が

当
期
総
利
益
と
な
る
見
込
み
で
す
。

●
拠
出
金
と
は

　
基
礎
年
金
、
厚
生
年
金
の
給
付
に
要
す
る

費
用
を
賄
う
た
め
に
、
実
施
機
関
ご
と
に
、

そ
の
加
入
す
る
人
数
等
に
応
じ
て
割
り
当
て

ら
れ
る
金
額
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
拠
出
金

に
は
、
基
礎
年
金
拠
出
金
と
厚
生
年
金
拠
出

金
が
あ
り
ま
す
。

　

年
金
等
給
付
事
業
（
厚
生
年
金

勘
定
・
退
職
等
年
金
給
付
勘
定
）

退
職
後
の
生
活
の
柱
と
な
る
年
金
の

給
付
を
行
っ
て
い
ま
す

　
退
職
等
年
金
給
付
勘
定
に
つ
い
て
は
、
掛

金
収
入
は
３
９
６
億
円
、
厚
生
年
金
勘
定
か

ら
の
受
入
金
は
99
億
円
、
給
付
費
は
21
億
円

を
見
込
み
、
図
３
の
と
お
り
の
収
支
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
収
入
（
５
１
９
億
円
）
と
支
出
（
25
億
円
）

と
の
収
支
差
４
９
３
億
円
が
当
期
総
利
益
と

な
る
見
込
み
で
す
。

　
福
祉
事
業
分
掛
金
率
０
・
25
％
を
福
祉
事

業
推
進
の
た
め
の
財
源
と
し
て
い
ま
す
。
ま

福
祉
事
業

人
間
ド
ッ
ク
利
用
費
用
補
助
、
特
定

健
康
診
査
や
貯
金
・
貸
付
事
業
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す

注）四捨五入しているため、必ずしも合計と一致しません。

図1　短期（医療）給付事業（短期勘定）の予算収支
　　（単位：億円）

当期総損失（80）

支　出
（３，５９４）

収　入
（３，５１４）

掛金
（３，３７４）

前年度支払
準備金戻入
（137）
利息等（3）

給付費
（１，７６９）

支援金等
（１，651）

繰入金（27）
支払準備金繰入

（147）

図3　年金等給付事業（退職等年金給付勘定）
　　　の予算収支（単位：億円）

利息等（24）
注）四捨五入しているため、必ずしも合計と一致しません。

受入金（99）

収　入
（5１9）

支　出
（25）

給付費（21）
繰入金等
（4）

当期
総利益
（４９3）

掛金
（396）
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た
、
特
定
健
康
診
査
等
事
業
に
対
し
、
国
庫 

補
助
金
１
・
２
億
円
が
措
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
各
経
理
の
収
支
は
図
４
の
と
お

り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

保
健
事
業

　
人
間
ド
ッ
ク
利
用
費
用
補
助
等
の
保
健
事

業
に
か
か
る
費
用
と
し
て
24
億
円
、
特
定
健

康
診
査
等
事
業
に
か
か
る
費
用
と
し
て
10
億

円
、
ま
た
、
医
療
事
業
及
び
宿
泊
事
業
へ
の

繰
入
金
と
し
て
38
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

医
療
事
業

　

東
京
臨
海
病
院
の
運
営
に
伴
う
事
業
収

入
・
支
出
及
び
保
健
経
理
か
ら
の
受
入
金
等

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

宿
泊
事
業

　
宿
泊
施
設
の
運
営
に
伴
う
事
業
収
入
・
支

出
、
設
備
整
備
計
画
及
び
保
健
経
理
か
ら
の

受
入
金
等
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

貯
金
事
業

　
積
立
貯
金
、
積
立
共
済
年
金
、
共
済
定
期

保
険
及
び
ア
イ
リ
ス
プ
ラ
ン
な
ど
の
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
３
年
度
末
の
加
入
者
貯

金
残
高
は
１
兆
２
４
６
６
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

貸
付
事
業

　
３
年
度
の
貸
付
額
は
、
加
入
者
貸
付
82
億

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
短
期
（
医
療
）
給
付
事
業
及
び
年
金
等
給

付
事
業
の
事
務
を
行
う
費
用
は
、
共
済
業
務

勘
定
で
支
出
し
て
い
ま
す
。こ
の
勘
定
で
は
、

短
期
勘
定
、
厚
生
年
金
勘
定
及
び
退
職
等
年

金
給
付
勘
定
か
ら
の
事
務
費
繰
入
金
68
億
円

に
よ
り
当
該
費
用
を
賄
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。
他
に
、
国
庫
補
助
金
３
億
円
が
措
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
事
務
費
な
ど

図4　福祉事業の事業経理別予算収支（単位：億円）

保健経理

医療経理

宿泊経理

貯金経理

貸付経理

収　入 支　出

注）四捨五入しているため、必ずしも合計と一致しません。

（89）（89）

（137）（137）

（93）（80）

（44）（50）

（6）
（4）

当期総損失（2）

当期総損失
（13）

当期総利益
（1）

当期総利益
（7）

共
済
業
務
課

電
話
番
号（
直
通
）

札　幌ガーデンパレス ☎011（222）6234
仙　台ガーデンパレス ☎022（299）6231
名古屋ガーデンパレス ☎052（957）1388
大　阪ガーデンパレス ☎06（6393）9701
広　島ガーデンパレス ☎082（262）1134
福　岡ガーデンパレス ☎092（752）0651

共済事業本部（代表）　☎03（3813）5321

お近くの共済業務課をご利用ください
　各種相談等は、共済事業本部の他、各ガーデンパレスの共済業務課でも行っています。

●照会・一般相談
　�加入者・被扶養者の要件、年金受給資格の有無、年金請求に関する照会、年金決定通知・送付物等
に関する照会、年金の支給状況、ねんきん定期便・退職等年金給付掛金の払込実績に係る情報通知
に関する照会、短期給付（健康保険）の請求手続き、積立共済年金に関する照会、共済定期保険に関
する照会、各種用紙の請求

●年金見込額（本人又は本人に委任された代理人に限ります）
　私学加入期間にかかる老齢年金の見込額の計算（50 歳以上の人に限ります）
　（注）在職中の年金支給額及び支給繰下げ請求の年金額は試算できませんのでご了承ください。
●各種証明書の交付　
　資格（加入者・被扶養者）証明書、年金加入期間確認通知書

主
な
相
談
内
容

月～金曜日 （年末年始及び祝日を除きます）

9：00～17：15
受付
時間

※電話番号をお間違えのないようにお願いします。
※東京及び京都ガーデンパレスを除きます。

▶加入者証の記号番号の例

　私学事業団では、私学共済制度に加入する際、所属学校
単位に個人を特定するための加入者番号を付番しています。
　私学共済制度に関するお問い合わせの際には、加入者証
等をお手元に置き、加入者証の記号番号をお伝えくださる
よう、ご協力をお願いします。

お問い合わせの際には

記号 1 1 A 9 9 9 9　番号 9 9 9 9 9
県コード 学種 学校番号 個人番号
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Information

医療等

健
康
保
険
法
等
の
改
正

企画室

　
全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
、
令
和
３
年
６
月
11
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
内
容
の
う
ち
、
私
学
共
済
制

度
に
関
連
す
る
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

育
児
休
業
中
の
掛
金
等
の

免
除
要
件
の
見
直
し

（
４
年
10
月
１
日
施
行
）

●�

月
途
中
に
お
い
て
２
週
間
以
上
の
育
児
休

業
を
取
得
し
た
場
合
も
、
当
月
の
掛
金
等

を
免
除
し
ま
す

　
現
在
、
月
末
時
点
で
育
児
休
業
を
取
得
し

て
い
る
場
合
に
は
、
短
期
間
の
育
児
休
業
で

あ
っ
て
も
当
月
の
報
酬
（
給
与
）
に
か
か
る

掛
金
等
が
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
月

途
中
に
短
期
間
の
育
児
休
業
を
取
得
し
た
場

合
は
掛
金
等
が
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
改
正
後
は
、
月
途
中
で
あ
っ
て
も
２
週
間

以
上
の
育
児
休
業
を
取
得
し
た
場
合
は
報
酬

等
に
か
か
る
掛
金
等
免
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

●�

賞
与
等
に
か
か
る
掛
金
等
は
、
１
か
月
を

超
え
る
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
る
場
合

に
限
り
免
除
し
ま
す

　
現
在
、
賞
与
等
支
給
月
の
月
末
時
点
で
短

期
間
の
育
児
休
業
で
あ
っ
て
も
賞
与
等
に
か

か
る
掛
金
等
が
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
改
正
後
は
、
１
か
月
を
超
え
る
育
児
休
業

を
取
得
し
た
場
合
に
限
り
免
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
掛
金
等
免
除
に
つ
い
て
は
年
金
等

給
付
に
か
か
る
掛
金
等
に
も
同
様
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
掛
金
等
の
免
除
の
取
り
扱
い
は
、
詳
細
が

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
健
事
業
に
お
け
る
健
診
情
報
等
の

活
用
促
進

（
４
年
１
月
１
日
施
行
）

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
自
ら
の
健
診
結
果
を

閲
覧
で
き
る
し
く
み
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
40
歳
以
上
の
人
が
事

業
主
か
ら
医
療
保
険
者
に
提
供
さ
れ
る
特
定

健
診
結
果
の
活
用
が
可
能
と
な
る
一
方
、
40

歳
未
満
の
人
は
事
業
主
か
ら
医
療
保
険
者
へ

の
提
供
の
し
く
み
が
な
か
っ
た
た
め
、
40
歳

未
満
の
人
に
つ
い
て
も
、
医
療
保
険
者
が
事

業
主
か
ら
健
康
診
断
情
報
の
提
供
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
医
療
保
険
者
は
、
そ
の
健
診
情
報
等
を
保

健
事
業
の
取
り
組
み
に
活
用
で
き
ま
す
。

出
産
費
及
び
家
族
出
産
費
の

支
給
額
の
変
更

（
政
令
事
項
・
施
行
日
未
定
）

　
現
在
、
出
産
費
や
家
族
出
産
費
は
、
産
科

医
療
補
償
制
度
の
対
象
分
娩
で
あ
る
と
き
に

42
万
円
（
給
付
分
40
万
４
０
０
０
円
、
産
科

医
療
補
償
制
度
掛
金
１
万
６
０
０
０
円
）、

対
象
分
娩
で
な
い
と
き
に
40
万
４
０
０
０
円

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
改
正
後
は
、
加
入
者
や
被
扶
養
者
の
出
産

に
伴
う
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
支

産科医療
補償制度

対象分娩で
あるとき

対象分娩で
ないとき

現在の
支給額

（404,000＋16,000）
420,000円 404,000円

改正後の
支給額

（408,000＋12,000）
420,000円 408,000円

※�産科医療補償制度の対象分娩であるときは、分娩機
関が負担する産科医療補償制度掛金を合わせて支給
しています。

お知らせ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
の

郵
便
物
の
遅
配
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

総務部
総務課

給
総
額
42
万
円
を
維
持
し
た
ま
ま
、
産
科
医

療
補
償
制
度
掛
金
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、
本

人
支
給
分
を
４
０
０
０
円
引
き
上
げ
る
予
定

で
す
。

　
令
和
元
年
10
月
台
風
19
号
に
よ
り
被
災
し

た
と
き
の
災
害
見
舞
金
等
の
請
求
期
限
は
、

時
効
に
よ
り
、
３
年
10
月
12
日
ま
で
（
私
学

事
業
団
必
着
）
と
な
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た

加
入
者
で
、
ま
だ
給
付
金
が
未
請
求
の
場
合

は
、急
い
で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
期
間
中
は
、
東
京
都
を
中
心
に
大
規
模

な
交
通
規
制
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
郵
便
物
等
の
配
達
に
遅
れ
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
大
会
期
間
中
に
私
学
事
業
団
へ
各
種
請
求

書
等
を
提
出
す
る
際
は
、
遅
配
を
考
慮
し
期

日
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
10
月
台
風
19
号
で

被
災
さ
れ
た
人
に
か
か
る

災
害
見
舞
金
等
の
請
求

業務部
短期給付課

災害
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災
害
に
あ
っ
た
と
き

加
入
者
の
皆
さ
ん
を
支
援
し
ま
す

災害
　
加
入
者（
任
意
継
続
加
入
者
を
含
み
ま
す
）

が
水
害
・
震
災
・
火
災
、
そ
の
他
の
非
常
災

害
に
よ
っ
て
、
住
居
又
は
家
財
の
5
分
の
1

以
上
の
損
害
を
受
け
た
と
き
に
、
見
舞
金
と

し
て
支
給
し
ま
す
。

※
損
害
を
補
塡
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
給

付
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
修
理
等
可
能
な
も

の
、
使
用
可
能
な
も
の
は
損
害
と
み
な
し

ま
せ
ん
。

●
災
害
見
舞
金

　
住
居
又
は
家
財
が
３
分
の
１
以
上
焼
失
又

は
滅
失
し
た
と
き
、
損
害
の
程
度
に
応
じ
標

準
報
酬
月
額
の
0
・
5
〜
3
か
月
分
の
金
額

●
災
害
見
舞
金
付
加
金

①�

災
害
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
と
き
は
、
災

害
見
舞
金
の
額
の
60
％
に
相
当
す
る
金
額

②�

住
居
又
は
家
財
が
５
分
の
１
以
上
３
分
の

１
未
満
焼
失
又
は
滅
失
し
た
と
き
、
標
準

報
酬
月
額
の
0

・

5
か
月
分
の
金
額

災
害
見
舞
金
等

業
務
部

短
期
給
付
課

災
害
見
舞
金
Ｑ
＆
Ａ

Q
１　
夫
婦
で
加
入
者
で
す
が
、
災
害
見
舞

金
等
を
そ
れ
ぞ
れ
で
請
求
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
か
。

A
１　
そ
れ
ぞ
れ
で
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

Q
２　
住
居
に
か
か
る
「
り
災
証
明
書
」
は

「
一
部
損
壊
」
の
判
定
で
し
た
。
災
害
見

舞
金
等
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
。

A
２　
「
り
災
証
明
書
」
の
判
定
が
「
一
部

損
壊
」
の
場
合
、
住
居
に
つ
い
て
は
20
％

未
満
の
損
害
を
表
し
て
い
る
た
め
、
災
害

見
舞
金
等
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
家
財
に
20
％
以
上
の
損
害
が
あ
る

場
合
は
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
加
入
者（
任
意
継
続
加
入
者
を
除
き
ま
す
）

が
水
害
・
震
災
・
火
災
、
そ
の
他
の
非
常
災

害
を
受
け
た
た
め
資
金
を
必
要
と
す
る
と
き

に
貸
し
付
け
ま
す
。

●
申
し
込
み
資
格

　
加
入
者
期
間
が
引
き
続
き
１
年
以
上
の
人

●
貸
付
額

　
標
準
報
酬
月
額
の
６
か
月
分
相
当
額
の
範

●
請
求
に
必
要
な
書
類

①�

「
災
害
見
舞
金
・
災
害
見
舞
金
付
加
金
請

求
書
」

②
災
害
状
況
明
細
書

③�

市
区
町
村
長
、
消
防
署
長
又
は
警
察
署
長

の
証
明
書
（
請
求
書
の
中
に
証
明
欄
が
あ

り
ま
す
）
も
し
く
は
、
り
災
証
明
書
（
損

害
の
程
度
が
明
記
さ
れ
た
も
の
）

　
請
求
に
当
た
っ
て
は
、
状
況
を
確
認
の
う

え
①
②
の
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
業
務

部
短
期
給
付
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
書

類
が
届
き
ま
し
た
ら
③
を
添
付
し
、
学
校
等

を
通
し
て
（
任
意
継
続
加
入
者
は
直
接
）
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

加
入
者
と
被
扶
養
者
が
別
居
し
て
い
る
と

き
は
、
被
扶
養
者
の
住
居
又
は
家
財
も
、

加
入
者
の
住
居
又
は
家
財
の
一
部
と
し
て

取
り
扱
い
ま
す
。

※
災
害
見
舞
金
付
加
金
の
給
付
が
決
定
し
た

加
入
者
に
は
災
害
見
舞
品
の
カ
タ
ロ
グ
を

学
校
等
宛
て
（
任
意
継
続
加
入
者
は
届
け

出
住
所
宛
て
）
に
送
付
し
ま
す
。

災
害
貸
付

福
祉
部

貯
金
・
貸
付
課

囲
内 （
限
度
額
２
０
０
万
円
）

●
貸
付
利
率（
特
例
利
率
）

　
年
１
・
00
％（
令
和
３
年
７
月
１
日
現
在
）

●
申
し
込
み
手
続
き

　
「
貸
付
申
込
書 

DL 

」及
び
「
借
用
証
書 

DL 

」 

に
公
的
機
関
が
発
行
す
る
「
災
害
証
明
書
」 

（
り
災
証
明
書
、被
災
証
明
書
）を
添
付
し
て
、

学
校
等
を
通
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
期
間

　
災
害
発
生
日
か
ら
６
か
月
以
内

●
激
甚
災
害
等
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

激
甚
災
害
又
は
特
定
非
常
災
害
に
か
か

る
特
例
災
害
貸
付
の
申
し
込
み
は
、
災
害
発

生
日
か
ら
１
年
以
内
と
な
っ
て
お
り
、
特
例

住
宅
貸
付
は
災
害
発
生
日
か
ら
３
年
以
内
と

な
っ
て
い
ま
す
。
貸
付
け
申
し
込
み
時
に
定

期
償
還
期
限
の
延
長
を
申
請
し
た
場
合
、
２

年
間
を
限
度
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
す
で
に
貸
付
け
を
受
け
て
い
る
借
受
人
が

被
災
し
た
場
合
も
、
災
害
発
生
日
か
ら
５
か

月
以
内
の
定
期
償
還
期
限
の
延
長
申
請
に
よ

り
、
す
べ
て
の
貸
付
け
に
つ
い
て
２
年
間
を

限
度
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
祉
部
貯
金・
貸
付
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

令
和
２
年
10
月
か
ら
激
甚
災
害
の
他
に
特

定
非
常
災
害
の
場
合
も
特
例
災
害
貸
付
等

の
扱
い
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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Information

標
準
報
酬
月
額
・
標
準
賞
与
額
と
は

毎
月
の
掛
金
等
や
給
付
金
等
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す

業務部
資格課

資格
　
標
準
報
酬
月
額
と
は
、
私
立
学
校
の
給
与

体
系
が
一
律
で
な
い
た
め
、
標
準
と
な
る
報

酬
月
額
表
（「
標
準
報
酬
月
額
表
」
と
い
い

ま
す
）
を
定
め
、
そ
の
表
に
加
入
者
の
報
酬

月
額
を
当
て
は
め
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

 

標
準
報
酬
月
額
の
上
限

　
短
期
給
付
（
介
護
分
を
含
み
ま
す
）
の
上

限
は
47
等
級
・
１
３
９
万
円
、
年
金
等
給
付

の
上
限
は
32
等
級・65
万
円
で
す（
表
参
照
）。

 

報
酬
の
範
囲

　
加
入
者
が
学
校
等
よ
り
勤
務
の
対
償
と
し

て
受
け
る
す
べ
て
の
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
も
の

固
定
的
給
与

・�
基
本
給
、
通
勤
手
当
、
扶
養
手
当
等
、
毎

月
一
定
額
で
支
給
さ
れ
る
も
の

・
定
期
券
、
食
事
、
住
宅
な
ど
現
物
で
支
給

さ
れ
る
も
の
（
現
物
給
与
と
い
い
ま
す
）

非
固
定
的
給
与

・
残
業
手
当
、
宿
日
直
手
当
、
研
究
費
等
、

毎
月
不
定
の
額
で
支
給
さ
れ
る
も
の

●
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

・
恩
恵
的
に
支
給
さ
れ
る
祝
金
や
見
舞
金

・
臨
時
に
支
給
さ
れ
る
も
の

・
実
費
弁
償
的
な
旅
費

・
年
３
回
以
下
の
賞
与
等
（
標
準
賞
与
額
の

対
象
に
な
り
ま
す
）

　
学
校
等
か
ら
支
給
さ
れ
た
賞
与
等
額（
※
）

の
１
０
０
０
円
未
満
を
切
り
捨
て
た
額
を
標

準
賞
与
額
と
い
い
ま
す
。
毎
月
の
掛
金
等
と

同
様
に
標
準
賞
与
額
を
基
に
掛
金
等
や
給
付

金
等
の
計
算
を
行
い
ま
す
。

※�

同
一
月
内
に
賞
与
等
が
複
数
回
支
給
さ
れ

た
場
合
は
、
合
算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

標
準
賞
与
額
の
上
限

　
短
期
給
付
等
の
上
限
は
年
度
内
（
４
月
〜

翌
年
３
月
ま
で
）
の
合
計
で
５
７
３
万
円
、 

年
金
等
給
付
の
上
限
は
支
給
月
ご
と
に
１ 

５
０
万
円
で
す
。

賞
与
の
範
囲

●
対
象
と
な
る
も
の

　
勤
務
の
対
償
と
し
て
受
け
る
賞
与
・
ボ
ー

ナ
ス
・
期
末
手
当
、
入
試
手
当
、
寒
冷
地
手

当
な
ど
、
名
称
は
異
な
っ
て
い
て
も
同
一
の

性
質
を
有
し
て
お
り
、
年
間
に
お
け
る
支
給

回
数
が
３
回
ま
で
の
も
の（
遡
及
し
て
賞
与・

期
末
手
当
等
に
差
額
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ

の
差
額
も
対
象
と
な
り
ま
す
）

●
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

・�

同
一
性
質
を
有
し
年
間
を
通
し
て
４
回
以

上
支
給
さ
れ
る
も
の
（
標
準
報
酬
月
額
の

対
象
と
な
り
ま
す
）

・�

恩
恵
的
に
支
給
さ
れ
る
結
婚
祝
金
、
永
年

勤
続
手
当
、
病
気
見
舞
金
等

・
退
職
金
、
出
張
旅
費
、
解
雇
予
告
金
等

標
準
賞
与
額
と
は

標
準
報
酬
月
額
と
は

表　標準報酬月額表（抜粋）

等級 標準報酬月額
（円）

報酬月額
（円以上　　　　円未満）

1 88,000 〜 93,000
２ 98,000 93,000 〜 101,000

8 142,000 138,000 〜 146,000
9 150,000 146,000 〜 155,000

19 300,000 290,000 〜 310,000
20 320,000 310,000 〜 330,000

31 620,000 605,000 〜 635,000
32 650,000 635,000 〜 665,000

46 1,330,000 1,295,000〜1,355,000
47 1,390,000 1,355,000〜

	 月給制の加入者
	 （通勤手当は半年毎支給）
・基本給　300,000 円
・扶養手当　 5,000 円
・通勤手当　 8,750円（52,500÷ 6か月）
　通勤手当が複数月まとめて支給されて
いる場合は、１か月に換算した金額を用
いて計算します。

【合計】 	 313,750 円…報酬月額　
	 20 等級　標準報酬月額 32 万円　

	 時給制の加入者
	 （通勤手当は毎月支給）
・時給　1,000 円　
・１日 6時間労働
・１か月の労働日数　22日　
・交通費（往復）640円
・月収　
  （1,000 円× 6時間＋ 640円）× 22日
  ＝ 146,080 円

【合計】	 146,080 円…報酬月額　
	 9 等級　標準報酬月額 15 万円

年金等給付の上限

短期給付等の上限

例２

例１

例１

例２

POINT
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人
間
ド
ッ
ク
利
用
費
用
の
補
助

福祉部
保健課

健康管理人
間
ド
ッ
ク
利
用
費
用
補
助
と
は

　
自
己
負
担
に
よ
り
人
間
ド
ッ
ク
を
利
用
し

た
場
合
、
対
象
者
に
補
助
金
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。

対
象
者

　
人
間
ド
ッ
ク
受
診
日
に
お
い
て
、
満
35
歳

以
上
の
加
入
者
（
任
意
継
続
加
入
者
を
含
み

ま
す
）
及
び
被
扶
養
者
並
び
に
75
歳
以
上
で

引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
教
職
員
（
被
扶
養

者
を
除
き
ま
す
）。

補
助
対
象
と
な
る
人
間
ド
ッ
ク

・�

私
学
事
業
団
で
定
め
た
基
準
検
査
項
目
一

覧
表
の
検
査
を
す
べ
て
実
施
し
て
い
る
人

間
ド
ッ
ク
が
対
象
で
す
。
検
査
項
目
が
不

足
し
て
い
る
と
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
検
査
項
目
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
あ
ら
か

じ
め
健
診
施
設
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

任
意
追
加
検
査
に
つ
い
て
は
同
時
に
受
診

（「
同
日
」に
「
同
じ
医
療
機
関
」
で
の
受

診
）
し
た
場
合
に
、
補
助
対
象
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

・
基
準
検
査
・
任
意
追
加
検
査
項
目
に
つ
い

て
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
福
祉
事

業
▼
健
康
管
理
に
役
立
つ
▼
人
間
ド
ッ
ク

の
利
用
費
用
補
助
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
学
校
内
の
健
康
診
断
及
び
学
校
法
人
等
が

福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て
行
う
健
康
管
理

な
ど
は
、
補
助
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

・
人
間
ド
ッ
ク
契
約
健
診
施
設
以
外
で
も
基

準
検
査
項
目
を
満
た
す
人
間
ド
ッ
ク
で
あ

れ
ば
、
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
人
間
ド
ッ
ク
契
約
健
診
施
設
に
つ
い
て

は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
加
入
者

用
ペ
ー
ジ
▼
福
祉
事
業
の
ご
案
内
▼
契
約

施
設
検
索
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

請
求
方
法

・
図
の
と
お
り
「
人
間
ド
ッ
ク
利
用
補
助

金
請
求
書 

DL 

」
を
学
校
等
を
通
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
請
求
書
内
の
領
収
証
明
欄
に
健
診
施
設
の

領
収
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
領
収
証
明
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
領

収
書
（
原
本
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
任
意
継
続
加
入
者
は
、
直
接
本
事
業
団
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
診
日
現
在
に
40
歳
（
当
該
年
度
中
に
達

す
る
人
を
含
み
ま
す
）
か
ら
74
歳
ま
で
の

被
扶
養
者
及
び
任
意
継
続
加
入
者
は
、
添

付
書
類
と
し
て
「
標
準
的
な
質
問
票 

DL 

」

　

及
び
「
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
（
写

し
）」
又
は
「
健
診
結
果
記
入
票 

DL 

」
を

必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
添
付

の
な
い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
返
送
と
な

り
ま
す
。

・
補
助
金
は
原
則
１
か
月
半
～
２
か
月
で
送

金
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

　
人
間
ド
ッ
ク
基
準
検
査
項
目
の
呼
吸
機
能

検
査
と
結
果
説
明
は
、
当
面
の
間
未
実
施
で

あ
っ
て
も
補
助
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
項
目
に
つ
い
て
は
必
ず
受
診
の
う
え

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
利
用
費
用
補
助
事
業

の
見
直
し

　
人
間
ド
ッ
ク
利
用
費
用
補
助
事
業
は
、
平

成
31
年
４
月
受
診
分
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
毎

年
度
１
回
の
補
助
か
ら
２
年
度
に
１
回
の
補

助
に
変
更
し
ま
し
た
が
、
次
の
背
景
等
に
よ

り
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

図　請求方法

❶人間ドックを利用し、窓口で費用を自己負担
　（加入者証などを提示）
❷「人間ドック利用補助金請求書 DL 」に領収
　証明を受ける
❸「人間ドック利用補助金請求書 DL 」を学校
　法人等へ提出
❹「人間ドック利用補助金請求書 DL 」を私学
　事業団へ提出
❺補助決定・補助金送金
❻補助金支給

健 診 施 設

学　校　法　人　等

私　学　事　業　団

加入者・被扶養者

❶❷

❸ ❻

❹ ❺
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Information

見
直
し
の
背
景

①�
人
間
ド
ッ
ク
は
通
常
の
健
康
診
断
よ
り
も

検
査
項
目
が
多
く
、
継
続
的
な
利
用
の
必

要
性
が
高
い
た
め
毎
年
度
の
補
助
へ
の
要

望
が
多
い
。

②�

隔
年
度
に
１
回
の
補
助
に
な
っ
た
こ
と

で
、
学
校
等
の
確
認
等
の
負
担
が
増
加
し

て
い
る
。

③�

隔
年
度
ご
と
の
保
健
事
業
費
が
大
き
く
増

減
し
、
財
政
計
画
上
問
題
が
あ
る
。

見
直
し
の
内
容

　
保
健
事
業
費
の
将
来
の
見
通
し
を
考
慮
の

う
え
、
表
の
と
お
り
補
助
回
数
及
び
補
助
上

限
額
を
改
正
し
ま
し
た
。

３
年
４
月
１
日
受
診
分
か
ら
適
用
し
ま
す

　
２
年
度
に
補
助
を
受
け
た
人
も
３
年
度
に

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

注�

１　
平
成
31
年
４
月
１
日
～
令
和
３
年
３

月
31
日
の
間
は
、
２
年
度
に
１
回
の
補
助

で
あ
る
こ
と
に
は
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

注�

２　
元
年
度
に
補
助
を
受
け
た
人
は
２
年

度
に
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
規
加
入
申
し
込
み
、
既
加
入
者
の
積
立

金
額
の
変
更
及
び
中
断
し
て
い
る
積
立
貯
金

を
復
活
す
る
場
合
は
、
次
の
期
間
内
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間
【
私
学
事
業
団
必
着
】

　
９
月
27
日
（
月
）
〜
10
月
25
日
（
月
）

●
利
率　
年
利
０
・
25
％
（
半
年
複
利
）

※
今
後
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
積
立
方
法
（
千
円
単
位
）

①
定
時
積
立
金
…
毎
月
の
給
与
か
ら
積
み
立
て

②�

臨
時
積
立
金
…
賞
与
（
年
３
回
）
か
ら
積
み

表　見直し内容�

見直し前 見直し後

受診日 令和３年３月まで 令和３年４月以降

補助
回数

２年度に１回の補助
（隔年度補助） 年度内１回の補助

補助率 利用料金の 50％
（消費税を除きます） 変更なし

補助
上限額 25,000 円 20,000 円

年
金
資
産
の
運
用
に

か
か
る
業
務
概
況
書

を
公
表
し
ま
す

運用

資産運用部

立
て

※�

臨
時
積
立
金
の
み
の
積
み
立
て
は
で
き
ま

せ
ん
。

●
中
断　
随
時

　

�

毎
月
25
日
締
め
切
り
（
土
・
日
曜
日
又
は

休
日
に
当
た
る
と
き
は
そ
の
前
日
）

　
→
翌
月
給
与
の
積
み
立
て
か
ら
中
断

●
解
約
・
払
い
戻
し　
月
１
回

　

�

毎
月
25
日
締
め
切
り
（
土
・
日
曜
日
又
は

休
日
に
当
た
る
と
き
は
そ
の
前
日
）

→
翌
月
20
日
（
土
・
日
曜
日
又
は
休
日
に
当

た
る
と
き
は
そ
の
翌
日
）
学
校
等
に
送
金

※�

払
い
戻
し
の
上
限
金
額
は
、
送
金
日
の
前
々

月
末
日
時
点
の
残
高
の
範
囲
内
で
す
。
残

高
が
不
明
な
場
合
は
、
学
校
等
の
私
学
共

済
事
務
担
当
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
積
立
開
始

①
定
時
積
立
金
…
11
月
の
給
与
か
ら

②
臨
時
積
立
金
…
冬
期
の
賞
与
か
ら

●
残
高
の
お
知
ら
せ

　
10
月
下
旬
に
学
校
等
に
「
積
立
貯
金
残
高

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
元
利
金
と
半
年

間
の
入
出
金
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
８
月
下
旬
に
学
校
等
宛
て
に

送
付
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
任
意
継
続
加
入

者
を
除
き
ま
す
）及
び
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔
福
祉
事
業
▼
積
立
貯
金
〕
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

積
立
貯
金
後
期
募
集

福祉部
貯金・貸付課

積立貯金

　

特
定
保
健
指
導
は
、
指
定
さ
れ
た
機
関
、

会
場
等
で
「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
た
め
の
専
門
家
の
支
援
を
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
に
は
、
学
校
等

を
通
し
て
「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
の
利
用
券
の

有
効
期
限
は
３
年
７
月
31
日
で
す

　
特
定
保
健
指
導
を
利
用
し
、
健
康
な
生
活

習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
２
年
度
の
運
用
状
況
（
厚
生
年
金
保

険
給
付
積
立
金
、経
過
的
長
期
給
付
積
立
金
、

退
職
等
年
金
給
付
積
立
金
）
を
、
３
年
７
月

２
日
に
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
年
金
資

産
の
運
用
〕
に
掲
載
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
本
誌
秋
号
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。 令

和
２
年
度

特
定
保
健
指
導
利
用
券
福祉部
保健課

健康管理
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契
約
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　

厚
生
施
設・健
康
増
進
宿
泊
施
設・各
種
割
引

福祉部
保健課

福利厚生
　
各
契
約
施
設
の
利
用
料
金
の
補
助
・
割
引

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
令
和
２
年
５
月
に
送
付
し
た

「
私
学
共
済
ブ
ッ
ク
２
０
２
０
・
２
０
２
１

〔
保
健
・
宿
泊
編
〕」
及
び
、
私
学
共
済
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〔
加
入
者
用
ペ
ー
ジ
▼
契
約
施
設

検
索
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

厚
生
施
設
・
健
康
増
進
宿
泊
施
設

　

全
国
の
宿
泊
施
設
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
等 

と
契
約
し
、
利
用
料
金
に
つ
い
て
補
助
を 

し
て
い
ま
す
。「
私
学
共
済
ブ
ッ
ク
２
０ 

２
０・２
０
２
１
〔
保
健
・
宿
泊
編
〕」
の
巻

末
の
補
助
券
を
切
り
取
っ
て
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
巻
末
の
補
助
券
は
、
有
効
期
限
が
「
令
和

２
年
６
月
～
３
年
３
月
」
と
「
令
和
３
年
４

月
～
４
年
３
月
」
の
２
年
度
分
を
添
付
し
て

い
ま
す
（
図
参
照
）。
年
度
の
異
な
る
補
助

券
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

不
正
使
用
が
判
明
し
た
場
合
、
補
助
額
を

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

会
員
割
引
契
約

　
次
の
施
設
と
法
人
会
員
割
引
契
約
を
し
て

い
る
た
め
、
会
員
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
会
員
料
金
で
利
用
で
き
る
施
設

　
百
貨
店
／
専
門
店
／
葬
祭
店
／
放
送
大
学

の
入
学
料
／
通
信
講
座
・
通
信
研
修
の
受
講

料
／
公
演
の
入
場
券
／
レ
ン
タ
カ
ー
／
日
本

棋
院放

送
大
学
の
入
学
料
割
引

　

放
送
大
学
の
３
年
度
の
募
集
要
項
請
求

カ
ー
ド
の
請
求
期
間
は
、
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

●
３
年
10
月
入
学
募
集
期

　
３
年
６
月
14
日
～
８
月
15
日

●
４
年
４
月
入
学
募
集
期

　
３
年
12
月
６
日
～
４
年
２
月
13
日

通
信
講
座
・
通
信
研
修
の
割
引
利
用

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
及
び
産
業
能
率
大
学
に
つ
い

て
、
３
年
度
は
「
私
学
共
済
ブ
ッ
ク
２
０ 

２
０・２
０
２
１
〔
保
健
・
宿
泊
編
〕」
に
掲

載
し
て
い
る
講
座
内
容
か
ら
変
更
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔
加
入
者
用
ペ
ー
ジ
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

旅
行
会
社
の
パ
ッ
ク
料
金
の
割
引

　
パ
ッ
ク
旅
行
（
表
参
照
）
の
割
引
購
入
が

で
き
ま
す
。
取
扱
旅
行
会
社
の
各
支
店
、
営

業
所
で
申
し
込
み
を
し
た
場
合
に
の
み
適
用

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
に
限
り
専

用
サ
イ
ト
で
閲
覧
し
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
デ
ス

ク
か
ら
の
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
。

　
割
引
は
現
金
で
支
払
っ
た
場
合
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
み
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

地
域
保
健
事
業

　
２
年
度
は
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し

ま
し
た
が
、
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
実
施
す
る

予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
広
報

誌
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

図　有効期限が「令和３年４月～４年３月」の補助券

見本 見本

表　割引対象となるパック旅行
パッケージ名 取扱旅行業者 割引率

エース　エスコート 国内
ＪＴＢ

3％※

ルックＪＴＢ 海外
赤い風船 国内

日本旅行マッハ、ベスト、
ベストエクセレント 海外

メイト・近畿日本	
ツーリスト国内の旅 国内

近畿日本ツーリスト
ホリデイ・近畿日本	
ツーリスト海外の旅 海外

FEEL
国内

東武トップツアーズ
海外

Ciao、Impresso
国内

ＨＩＳ海外
Extage 海外
※メイトは割引率が2％のものもあります。また、日帰り商品は対象外です。
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Information

　特定健康診査は、糖尿病や心臓病・脳卒中等の生活習慣病を予防するため
のメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健診制度です。
　私学事業団では、40〜74歳（75歳になる人は75歳誕生日の前日まで）の
被扶養者、任意継続加入者とその被扶養者を対象に、今年度の「特定健康
診査受診券」と案内等（送付物及び送付先は表参照）を６月下旬に送付し
ました。ご自身のメタボリックシンドロームのリスクを把握するため、今
年度も必ず受診し、日常生活での健康管理に役立ててください。

表　特定健康診査の送付物等
送付物 対象者 送付先

◦通知文
◦特定健康診査受診券
　（対象人数分、有効期限：令和４年 3 月 31 日）
◦特定健診指定健診機関一覧（1部）
◦特定健診ガイドブック（1部）

加入者の被扶養者
学校等
※加入者から被扶養者に
　必ず渡してください

任意継続加入者
及びその被扶養者

任意継続加入者の
届け出住所

※受診券は紛失しないように受診日まで大切に保管してください。

◦生活習慣病予防に役立つ健康情報冊子
　「QUPiO Plus（クピオプラス）」を送付します。

◦特定健康診査の結果から生活習慣病の発症リスク
が高い人に対しては、特定保健指導を受けるため
の「特定保健指導利用券」を送付します。

※�特定保健指導では、医師・�
保健師・管理栄養士等の
専門家による生活習慣を
改善するための支援が受
けられます。

　�リスクの度合いに応じて
「動機付け支援」、「積極的
支援」の2種類があります。

健診結果を本事業団へ提出した後は

　学校等が行う定期健康診断の結果を活用する
ため、加入者には「特定健康診査受診券」は発
行されません。
※�育児休業等の理由により定期健康診断を受け
られない人は、希望により「特定健康診査受
診券」を発行しますので、学校等を通して申
し出てください。

加入者の特定健康診査

◦�送付された「特定健診指定機関一覧」又は私学共済ホームページ
〔福祉事業▶特定健康診査・特定保健指導▶特定健診・保健指導
機関（病院）一覧〕に掲載されている指定健診機関の一覧から、
希望する健診機関を選び、直接電話で予約してください。

◦�受診の際は、住所を記入した「特定健康診査受診券」と「加入者
被扶養者証」（任意継続加入者は「任意継続加入者証」、その被扶
養者は「任意継続加入者被扶養者証」）を必ず持参し、健診機関
の窓口に提出してください。

◦�ガーデンパレスや健診機関を会場とした集団健診も実施する予定
です。送付された「特定健診指定機関一覧」をご覧のうえ予約し
てください。

◦�自己負担はありません。ただし、特定健康診査の健診項目以外の
検査費用については、自己負担となります。

※�受診券を使用して特定健康診査を受けた後は、健診機関から本事
業団へ健診結果が報告されます。

※�人間ドックを受診した場合やパート先での健診を受けた場合は、
「標準的な質問票  DL 」と「健診結果記入票  DL 」（又は健診結果（写
し））を本事業団まで提出してください。

加入者の被扶養者、任意継続加入者と
その被扶養者の特定健康診査

受診方法

費　　用

福祉部
保健課健康管理 令和3年度 特定健康診査受診券を送付します

目指そう！ 脱メタボリックシンドローム
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個
別
の
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設

定
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
登
録
が
完
了
し
ま

す
。

　
登
録
で
き
な
い
人
は
、
次
の
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
サ
ポ
ー
ト
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

登
録
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
サ
ポ
ー
ト
窓
口

　

０
１
２
０
（
８
１
８
）
４
４
８

　

９
時
〜
18
時
（
平
日
）

　

※
年
末
年
始
は
除
き
ま
す
。

認
証
コ
ー
ド

①
３
年
度
に
40
～
74
歳
に
な
る
加
入
者
等

　
特
定
健
康
診
査
の
受
診
後
に
本
事
業
団
か

ら
送
付
す
る
健
康
情
報
冊
子
「
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
認
証
コ
ー

ド
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
令
和
３
年
５
月
現
在
で
、
30
（
※
）
〜
74

歳
の
加
入
者
（
任
意
継
続
加
入
者
を
含
み
ま

す
）
及
び
被
扶
養
者
（
以
下
「
加
入
者
等
」

と
い
い
ま
す
）
が
対
象
で
す
。

　
た
だ
し
、
40
歳
（
※
）
以
上
の
人
は
、
３

年
４
月
１
日
に
加
入
者
等
で
あ
る
人
に
限
り

ま
す
。

※
今
年
度
中
に
到
達
す
る
人
を
含
み
ま
す
。

利
用
方
法

　
加
入
者
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
「
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
（
ク
ピ

オ 

プ
ラ
ス
）」
Ｗ
ｅ
ｂ
版
に
ア
ク
セ
ス
し
、

私
学
事
業
団
専
用
画
面
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し

て
、
利
用
登
録
を
行
い
ま
す
（
図
１
参
照
）。

　
本
事
業
団
専
用
画
面
に
、
後
述
す
る
「
認

証
コ
ー
ド
を
入
力
し
て
ロ
グ
イ
ン
し
た
後
、

　
へ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
は
、
健
康
増
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
人
に
対
し
、
そ
の

行
動
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
健
康
グ
ッ
ズ
な
ど
の
商
品
と
交

換
で
き
る
し
く
み
で
す
。

※�

す
で
に
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
る

人
は
、
令
和
２
年
度
ま
で
に
送
付
し
た
健

康
情
報
冊
子
「
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
認
証
コ
ー
ド
を
使
用

し
て
「
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
Ｗ
ｅ
ｂ

版
か
ら
ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
３
年
度
に
30
～
39
歳
に
な
る
加
入
者
等

　
３
年
６
月
〜
７
月
に
学
校
等
宛
て
（
任
意

継
続
加
入
者
に
は
届
け
出
住
所
）
に
認
証

コ
ー
ド
を
通
知
し
ま
す
。

※�

平
成
30
年
度
に
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
又
は
元
年
度
・
２
年
度
に
認
証

コ
ー
ド
を
お
知
ら
せ
し
た
人
は
通
知
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

※�

６
月
以
降
に
資
格
取
得
等
で
確
認
さ
れ
た

人
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
の
発
送
に
な
り

ま
す
。

図１　利用登録の方法

「新規登録会員の方はこちら（初回ログイン設定）」
をクリックする

2

初回認証用の認証コードは、40～74歳の人は「QUPiO Plus」から、
30～39歳の人は６月〜7月送付の通知文でご確認ください。

初回認証用の認証コード及びログイン ID
（メールアドレス）を入力し「仮登録メール
を送信」をクリックする

３

40 ～ 74 歳 30 ～ 39 歳

「QUPiO Plus」web 版にアクセスする
（https://www.qupioplus.jp/user）

1

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

福祉部
保健課

健康管理



15

Information

図２　ポイントから商品へ交換
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
商
品
に
交
換

　
日
々
の
体
重
記
録
等
で
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま

り
、２
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
で
、健
康
グ
ッ

ズ
な
ど
の
商
品
と
交
換
で
き
ま
す
（
図
２
参

照
）。

　
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
ご
自
身
で
「
Ｑ
Ｕ

Ｐ
ｉ
Ｏ　
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
Ｗ
ｅ
ｂ
版
か
ら
商
品

を
選
び
、
発
送
住
所
等
を
入
力
し
、
交
換
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
応
募
者
の

中
か
ら
抽
選
で
素
敵
な
商
品
が
当
た
る
イ
ベ

ン
ト
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
有
効
期
限
は
ポ
イ
ン
ト
獲
得
日
の
２
年
経

過
後
の
年
度
末
で
す
。

　
加
入
者
証
等
は
加
入
者
や
被
扶
養
者
で
あ

る
間
、
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
保
険
診
療
を
受

け
る
た
め
に
一
人
１
枚
ず
つ
交
付
し
、
回
収

記
録
も
個
別
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
者
が
退
職
し
た
と
き
や
被
扶
養
者
の

認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、「
加
入
者
証
」

や
「
加
入
者
被
扶
養
者
証
」
は
学
校
等
を
通

し
て
必
ず
私
学
事
業
団
へ
返
納
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提
示
す

る
「
高
齢
受
給
者
証
」
や
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
な
ど
が
交
付
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

加
入
者
証
等
と
一
緒
に
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

　
任
意
継
続
加
入
者
の
加
入
者
証
等
は
、
本

事
業
団
に
直
接
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
返
納
さ
れ
た
加
入
者
証
等
は
、
機

械
で
読
み
取
り
作
業
を
し
ま
す
。
切
断
し
た

り
、テ
ー
プ
で
用
紙
へ
貼
り
付
け
た
り
せ
ず
、

そ
の
ま
ま
封
筒
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
資
格
を
喪
失
し
た
後
に
加
入
者
証
等
を
使

用
し
た
場
合
、
後
日
医
療
費
等
を
返
還
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

紛
失
等
に
よ
り
返
納
で
き
な
い
と
き
は
、

「
加
入
者
証
等
返
納
不
能
届
書 

DL 

」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
者
証
・
加
入
者

被
扶
養
者
証
は
必
ず

返
納
し
て
く
だ
さ
い

業務部
資格課

資格

西川
ドクタースリープ枕

日本蜂蜜
マヌカハニー

UMF5+

花王
ヘルシア緑茶

350ml × 24 本

ヘルスケアポイント取得の例

200
ポイント

初回ログイン
したとき

20
ポイント

健康コラムを
閲覧したとき

最大
600
ポイント

健康診査の
結果が良いとき

100
ポイント

郵送検診を
利用したとき

ポイントを貯めて商品をゲット

　
私
学
事
業
団
で
は
、
学
校
等
か
ら
の
資
格

取
得
や
喪
失
、
被
扶
養
者
認
定
、
報
酬
月
額

や
賞
与
等
の
報
告
等
に
基
づ
い
て
、
決
定

し
た
内
容
を
表
示
し
た
「
確
認
通
知
書
⑴
」

又
は
「
確
認
通
知
書
⑵
」
を
学
校
等
へ
送

付
し
て
い
ま
す
。

　
「
確
認
通
知
書
」
は
⑴
⑵
と
も
、
学
校
等

用
と
加
入
者
用
を
作
成
し
、
学
校
等
に
送
付

し
ま
す
。
学
校
等
か
ら
加
入
者
用
を
受
け
取

り
ま
し
た
ら
、
記
載
内
容
を
確
認
し
て
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
記
載
内
容

・
「
確
認
通
知
書
⑴
」

　
定
時
決
定
と
標
準
賞
与
額
の
決
定
以
外
の

す
べ
て
の
異
動
内
容

・
「
確
認
通
知
書
⑵
」

　
定
時
決
定
と
標
準
賞
与
額
の
決
定
内
容

※
定
時
決
定
と
は

　
毎
年
７
月
１
日
現
在
の
加
入
者
に
つ
い

て
、
４
月
〜
６
月
に
支
給
し
た
報
酬
を
学

校
等
が
報
告
し
、
原
則
そ
の
平
均
額
に
基

づ
き
そ
の
年
の
９
月
か
ら
の
標
準
報
酬
月

額
及
び
等
級
を
決
定
す
る
こ
と
で
す
。
標

準
報
酬
月
額
は
掛
金
等
の
額
や
給
付
金
の

算
定
の
基
礎
と
な
る
大
切
な
も
の
で
す
。

確
認
通
知
書
の
送
付

業務部
資格課

資格

※�上記商品は一例です。詳しくは商品交換画面をご確認ください。
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私
学
事
業
団
で
は
、
短
期
給
付
金
や
人
間

ド
ッ
ク
利
用
費
用
補
助
金
を
決
定
す
る
と
、

学
校
等
宛
て
に
「
給
付
金
等
決
定
・
送
金
通

知
書
」（
学
校
等
保
管
用
及
び
加
入
者
配
付

用
）
を
送
付
し
、
給
付
金
等
は
、
学
校
等
を

通
し
て
加
入
者
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
給
付
金
等
決
定
・
送
金
通
知
書
」

と
は
別
に
、
支
給
し
た
給
付
金
等
の
内
容
を

半
年
ご
と
に
ま
と
め
た
「
給
付
金
等
送
金
記

録
の
お
知
ら
せ
」
を
、
年
２
回
、
学
校
等
か

ら
届
け
出
の
あ
っ
た
加
入
者
住
所
（
※
）
宛

て
に
直
接
送
付
し
ま
す
。

　
７
月
下
旬
に
送
付
す
る
「
給
付
金
等
送
金

記
録
の
お
知
ら
せ
」に
は
、令
和
３
年
１
月
～

６
月
ま
で
に
学
校
等
へ
送
金
し
た
給
付
金
等

が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
任
意
継
続
加
入
者
に
は
、
決
定
時

に
直
接
「
給
付
金
等
決
定
・
送
金
通
知
書
」

を
送
付
し
支
給
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の

送
付
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

加
入
者
住
所
の
変
更
等
は
、
学
校
等
を
通

し
て
本
事
業
団
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

海
外
で
は
加
入
者
証
等
（
健
康
保
険
証
）

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
旅
行
中

な
ど
緊
急
の
た
め
や
む
を
得
ず
医
療
機
関
等

を
受
診
し
た
と
き
は
、
医
療
費
を
全
額
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合

は
、
後
日
療
養
費
等
の
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
治
療
目
的
の
渡
航
や

現
地
で
の
健
康
診
断
は
支
給
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

　
請
求
に
当
た
っ
て
は
、「
海
外
診
療
報
酬

（
医
科
・
歯
科
）
明
細
書 

DL 

」
の
提
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
海
外
へ
出
か
け
る
際

に
は
あ
ら
か
じ
め
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額
の
算
定

　
海
外
で
受
診
し
て
、
治
療
に
か
か
っ
た
医

療
費
は
、
そ
の
ま
ま
療
養
費
の
算
定
額
に
反

映
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
診
療
内

容
を
日
本
国
内
で
の
保
険
診
療
の
基
準
に
置

き
換
え
て
算
定
し
、
原
則
そ
の
７
割
に
相
当

す
る
額
を
支
給
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
実
際
に
海
外
で
支
払
っ
た
金

額
よ
り
支
給
額
が
10
分
の
１
以
下
に
な
る
等

大
幅
に
少
な
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

請
求
の
方
法
と
注
意
事
項

　
表
に
掲
載
し
た
書
類
を
医
療
機
関
別
、
入

院
・
外
来
別
、
受
診
し
た
月
別
に
分
け
て
、

学
校
等
を
通
し
て
（
任
意
継
続
加
入
者
は
直

接
）
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
海
外
診
療
報
酬
明
細
書
の
邦
訳
を
作
成
す

る
際
に
、
記
載
内
容
の
漏
れ
や
領
収
書
の

表　海外診療請求書類と注意事項

提出書類 記入上の注意など

①療養費・家族
　療養費等請求書

DL 

「病気又はケガの原因」又は「加入者証等を使用
できなかった理由」として具体的な渡航目的（留
学・出張・観光など）を必ず記入してください。

②海外診療報酬
　�（医科・歯科）
　明細書

DL 

現地で診療した医師から詳しい診療内容の証
明を必ず暦月ごとに受け、記入内容を邦訳し、
邦訳者の氏名及び住所を記入してください。

③外国診療記録書
DL 

国名、診療年月日、具体的な診療内容、支払金額
及び通貨単位を詳しく記入してください。

④調査に関わる
　同意書
　(海外療養費）

DL 

私学事業団が海外療養の内容について、当該海
外療養を担当した人に照会することに関する、
当該海外療養を受けた人の同意書です。受診
者の署名が必要となります。

⑤領収書（原本）
受診した医療機関等発行の原本を添付してく
ださい。

⑥渡航確認書類

パスポート、航空券、その他海外に渡航した事
実が確認できる書類の写しで、受診者の名前、
治療を受けた国への渡航記録が確認できるも
のが必要です。

額
と
の
相
違
が
な
い
こ
と
を
よ
く
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
明
細
書
及
び
邦
訳
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
診
療
や
費
用
は
、
支
給
額

の
算
定
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

時
効

　
短
期
給
付
を
受
け
る
権
利
は
、
給
付
事
由

が
生
じ
た
日
（
医
療
機
関
等
に
医
療
費
を
支

払
っ
た
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を

経
過
す
る
と
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
ま
す
。

　
請
求
漏
れ
が
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

医療

海
外
で
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き

業務部
短期給付課

「
給
付
金
等
送
金
記
録

の
お
知
ら
せ
」
を
７
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す

業務部
短期給付課

医療
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Information

　
加
入
者
が
出
産
し
、
子
を
養
育
す
る
場
合

は
、
図
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

A 

産
休
育
休
掛
金
等
免
除
の
申
し
出

　

産
休
等
で
休
業
を
開
始
し
た
ら
、「
産
前

産
後
休
業
・
育
児
休
業
等
掛
金
等
免
除
申
出

書 

DL 

」
を
学
校
等
を
通
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
育
児
休
業
中
で
あ
れ
ば
、
報
酬
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
が
３
歳
に
達
す
る

ま
で
申
し
出
に
よ
り
免
除
と
な
り
ま
す
。

B 

出
産
費
の
請
求

　
加
入
者
（
任
意
継
続
加
入
者
も
含
み
ま
す
）

が
医
療
機
関
等
に
出
産
費
の
受
け
取
り
を
委

任
す
る
こ
と
に
よ
り
、
加
入
者
の
窓
口
で
の

負
担
額
が
出
産
費
相
当
額
を
差
し
引
い
た
額

と
な
る
方
法
が
あ
り
ま
す
（
直
接
支
払
制

度
）。
こ
の
ほ
か
受
取
代
理
制
度
や
、
本
事

業
団
に
学
校
等
を
通
し
て
請
求
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。

C �

養
育
期
間
標
準
報
酬
月
額
の
特
例
申
請

　
３
歳
未
満
の
子
の
養
育
期
間
中
に
、
報
酬

の
減
額
に
よ
り
標
準
報
酬
月
額
が
下
が
っ
た

場
合
、
加
入
者
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、
養

育
開
始
日
（
通
常
は
出
生
日
）
の
前
月
の
標

準
報
酬
月
額
が
、
将
来
の
年
金
を
算
定
す
る

際
に
保
障
さ
れ
ま
す
。「
養
育
期
間
標
準
報

酬
月
額
特
例
申
請
書 

DL 

」
を
学
校
等
を
通

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

養
育
す
る
加
入
者
が
父
親
の
場
合
も
申
請

で
き
ま
す
。

D 

出
産
手
当
金
の
請
求

　
出
産
の
た
め
に
休
業
（
欠
勤
）
し
、
そ
の

休
業
期
間
中
の
報
酬
が
減
額
又
は
無
給
と

な
っ
た
場
合
に
、
報
酬
の
補
塡
を
目
的
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。「
出
産
手
当
金
請
求
書 

DL 

」
を
学
校
等
を
通
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
実
際
の
出
産
日
が
出
産
予
定
日
よ
り

遅
く
な
っ
た
場
合
も
、
そ
の
間
の
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

要
件
を
満
た
せ
ば
、
任
意
継
続
加
入
者
も

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

E �

標
準
報
酬
月
額
改
定(

産
休
育
休
終
了
時
改
定
）

　
次
の
①
〜
③
す
べ
て
の
要
件
に
当
て
は
ま

る
場
合
に
、
復
職
月
か
ら
４
か
月
目
に
標
準

報
酬
月
額
を
改
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①�

産
前
産
後
休
業
を
終
了
し
た
時
点
又
は
育

児
休
業
を
終
了
し
た
時
点
で
３
歳
未
満
の

子
を
養
育
し
て
い
る

②�

復
職
月
か
ら
３
か
月
間
の
報
酬
の
平
均
額

に
１
等
級
以
上
の
増
減
が
あ
る

③�

本
人
が
改
定
を
希
望
し
て
い
る
（
標
準
報

酬
月
額
が
下
が
る
場
合
は
掛
金
等
は
下
が

る
が
、
短
期
給
付
の
額
も
低
く
な
る
た
め
）　
　

　

詳
し
く
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔
加
入
者
資
格
と
掛
金
等
〕
及
び
〔
短
期
給

付
（
健
康
保
険
）
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

産休育休掛金等免除の申し出 A

出産費の請求 B

産休育休掛金等免除の申し出

被扶養者認定申請（子を申請する場合）

養育期間標準報酬月額の特例申請 C

出産手当金の請求 D

産休育休掛金等免除の申し出

標準報酬月額改定 ( 産休育休終了時改定 ) E

私学事業団への手続き

出
産
手
当
金
対
象
期
間

掛
金
等
免
除
対
象
期
間

養
育
特
例

適
用
期
間

図　出産・育児にかかる手続き

産前42日

出産

産後56日

育児休業終了

復職後3か月

子が３歳到達 注）　　　　は、すでに申し出ている内容に変更
　　や訂正があった場合に必要です。

加
入
者
が
出
産
し
、子
を
養
育
す
る
と
き
の

手
続
き

業務部
資格課・掛金課・

短期給付課

出産・育児
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加
入
者
が
一
定
期
間
、
治
療
や
療
養
を
続

け
て
も
症
状
が
回
復
し
な
い
状
態
を
「
障
害

の
状
態
」
と
い
い
、
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制

限
さ
れ
る
場
合
に
、
そ
の
生
活
を
補
塡
す
る

た
め
の
給
付
が
「
障
害
の
年
金
」
で
す
。

障
害
年
金
を
受
け
る
た
め
の
条
件

　
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し

て
お
り
（
図
１
参
照
）、
第
４
号
厚
生
年
金

被
保
険
者
期
間
（
私
学
加
入
期
間
）
中
に
初

診
日
（
※
１
）
が
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
が
原
因

で
、
障
害
認
定
日
（
※
２
）
に
お
い
て
障
害

等
級
１
～
３
級
（
※
３
）
に
該
当
す
る
障
害

の
状
態
に
あ
る
と
き
、
障
害
の
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
２
参
照
）。
１
級

又
は
２
級
に
該
当
す
る
場
合
は
、
国
民
年
金

か
ら
障
害
基
礎
年
金
の
支
給
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
障
害
認
定
日
に
お
い
て
障
害
の
状

態
に
該
当
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
後

症
状
が
悪
化
し
て
障
害
等
級
１
～
３
級
に
該

当
す
る
障
害
の
状
態
と
な
り
、
65
歳
に
達
す

る
日
の
前
日
ま
で
に
請
求
を
行
っ
た
場
合
も

障
害
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
こ
の
こ
と
を「
事
後
重
症
」と
い
い
ま
す
）。

※�

１　
そ
の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
初
め
て
医

師
又
は
歯
科
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日

※�

２　
原
則
と
し
て
、
初
診
日
か
ら
１
年
６

か
月
を
経
過
し
た
日
。
病
気
や
ケ
ガ
に

よ
っ
て
は
１
年
６
か
月
を
経
過
す
る
よ
り

も
前
に
症
状
が
固
定
し
た
と
認
め
ら
れ
た

場
合
は
そ
の
日

※�

３　
障
害
等
級
は
、
年
金
制
度
共
通
の
認

定
基
準
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
お
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
等
の
等
級
と
必
ず
し
も
一
致

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
障
害
の
年
金
は
、
図
３
の
よ
う
な
し
く
み

で
給
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
配
偶
者
や
子
が

い
る
場
合
の
加
算
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

図1　保険料納付要件
①�初診日の前日において、初診日の属する月の前々月までの国民年金の被保険者期間中（私
学共済、一般厚生年金、公務員共済の期間も含みます）のうち、保険料納付済期間と保険料
免除期間を合わせた期間が3分の2以上あること

被保険者期間3分の2以上

前
々
月

前
月

②�初診日が令和８年４月１日前にある場合は、①の要件を満たさないときでも、初診日の前日
において、初診日の属する月の前々月までの１年間に保険料の未納期間がないこと

直近１年間に
未納期間がない

前
々
月

前
月

図2　障害年金請求の事例
　初診日前の期間について保険料納付要件あり

図3　障害年金のしくみ

20歳
▼

８月
▼

▲
１～３級該当・給付事由発生日

（平成 31 年 4 月分から支給開始）
▲

不該当
▲

１～３級該当・給付事
由発生日（令和 3 年
8 月分から支給開始）

前年
８月
▼

初診日
▼

9月
▼

初診日
▼

20歳	 資格取得	 初診日	 資格喪失	 障害認定日	 請求日

	 Ｈ10.4.1	 Ｈ29.9.1	 Ｈ30.4.1	 Ｈ31.3.1	 R3.7.20

☆ ☆
私学加入期間

1年６か月

障害認定日による請求となる場合

事後重症による請求（※）となる場合

障害厚生年金
（2・３級の報酬比例の年金額×1.25）

配偶者の加給年金額

障害厚生年金
（報酬比例の年金額）

配偶者の加給年金額

障害厚生年金
（報酬比例の年金額）

厚
生
年
金
保
険

障害基礎年金
（２級の年金額×1.25）

子の加算額

障害基礎年金

子の加算額

国
民
年
金

※65歳到達日の前日までに請求書を受付している
　必要があります。

「
障
害
の
年
金
」
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

年金部

年金

障
害
年
金
の
し
く
み

重い	 障害の程度	 軽い
1級 ２級 ３級
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Information

　

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
が
在
職
中

で
、
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
（
※
）
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
特
別
支
給
の
老
齢

厚
生
年
金
が
、
支
給
停
止
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
65
歳
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
、
年
金
の

支
給
停
止
は
行
い
ま
せ
ん
。

※�

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
と
は
、
雇
用
保
険

法
の
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
又
は

高
年
齢
再
就
職
給
付
金
を
指
し
ま
す
。

原
則
、
雇
用
保
険
の
加
入
期
間
が
５
年
以

上
あ
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
雇
用
保
険

の
被
保
険
者
に
対
し
て
、
賃
金
が
60
歳
到

達
時
の
賃
金
（
以
下
「
60
歳
時
賃
金
」
と 

い
い
ま
す
）
と
比
較
し
て
75
％
未
満
と
な 

っ
た
人
を
対
象
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
年
金
の
調
整
の
し
く
み

　
在
職
中
を
事
由
と
し
た
支
給
停
止
に
加
え

て
原
則
と
し
て
標
準
報
酬
月
額
の
６
％
が
支

給
停
止
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
標
準
報
酬
月
額
や
60
歳
時
賃
金

の
額
に
よ
り
、
支
給
停
止
額
が
標
準
報
酬
月

額
の
６
％
未
満
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
の
停
止
計
算
は
標
準
報
酬
月

　
遺
族
一
時
金
と
は
、
平
成
27
年
10
月
以
降

に
私
学
共
済
に
加
入
し
て
い
る（
し
て
い
た
）

人
が
死
亡
し
、
次
の
受
給
要
件
に
該
当
し
た

と
き
に
支
給
さ
れ
る
給
付
で
す
。詳
し
く
は
、

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
年
金
等
給
付
▼

年
金
等
給
付
の
概
要
▼
退
職
等
年
金
給
付
▼

遺
族
一
時
金
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
受
給
要
件

　
加
入
者
又
は
加
入
者
で
あ
っ
た
人
が
、
平

成
27
年
10
月
１
日
以
降
に
、
１
年
以
上
引
き

続
く
加
入
者
期
間
（
※
）
を
有
し
て
い
た
場

合
に
、
そ
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

平
成
27
年
10
月
１
日
を
ま
た
い
で
１
年
以

上
あ
る
場
合
も
含
み
ま
す
。

注�

１　
有
期
退
職
年
金
を
選
択
一
時
金
等
で

受
給
済
み
の
場
合
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

注�

２　
有
期
退
職
年
金
を
受
給
中
の
人
が
死

亡
し
た
場
合
は
、
そ
の
残
額
が
遺
族
一
時

金
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
遺
族

　
加
入
者
又
は
加
入
者
で
あ
っ
た
人
に
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
、
子
、
父
母
、 

孫
、又
は
祖
父
母（
※
）が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

夫
と
父
母
、祖
父
母
は
55
歳
以
上
の
人
に
、

額
で
行
う
た
め
、
賃
金
と
は
異
な
り
ま
す
。

●
年
金
の
調
整
が
行
わ
れ
な
い
場
合

・�

標
準
報
酬
月
額
が
60
歳
時
賃
金
の
75
％
以

上
で
あ
る
と
き

・�

標
準
報
酬
月
額
が
雇
用
保
険
法
で
定
め
ら

れ
る
支
給
限
度
額
以
上
で
あ
る
と
き

（
支
給
限
度
額
は
改
定
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

・�

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
が
不
支
給
の
と
き

注�　
い
ず
れ
の
場
合
も
、
在
職
に
よ
る
停
止

計
算
の
対
象
に
は
な
り
ま
す
。

●
手
続
き

　
原
則
手
続
き
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
雇
用

保
険
被
保
険
者
番
号
の
届
け
出
が
な
い
場
合

は
、
次
の
書
類
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
提
出
書
類
】

　
「
老
齢
厚
生
・
退
職
共
済
年
金
受
給
権
者

支
給
停
止
事
由
該
当
届
」

【
添
付
書
類
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
発
行
さ
れ
る
「
高
年

齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
（
又
は
不
支
給
）
決

定
通
知
書
」
の
写
し

子
と
孫
は
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の

間
に
あ
る
か
、
20
歳
未
満
で
１
級
又
は
２

級
の
障
害
の
あ
る
人
で
、
か
つ
、
配
偶
者

が
い
な
い
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

●
請
求
手
続
き

　
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
者
が
死
亡
し
た
場

合
は
、
遺
族
厚
生
年
金
の
手
続
き
と
併
せ
て

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
給
資
格
期
間
の
不
足
に
よ
り
遺

族
厚
生
年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
な
い
場
合

で
も
、
遺
族
一
時
金
の
み
該
当
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
受
給
権
の
有
無
や
手
続
き
等
は
私
学
事
業

団
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
遺
族
一
時
金
に
か
か
る
税
金

　
遺
族
一
時
金
は
、
相
続
税
法
第
３
条
第
１

項
第
２
号
に
よ
り
み
な
し
相
続
財
産
と
な

り
、
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
（
源
泉
徴
収
は
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

相
続
税
の
申
告
に
関
し
て
は
、「
遺
族
一

時
金
決
定
通
知
書
」
が
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
税
務
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

雇
用
保
険
の
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
と

年
金
の
調
整

年金部

年金

退
職
等
年
金
給
付
に
か
か
る
遺
族
一
時
金

年金部

年金
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●
加
入
者
資
格
と
掛
金
等

　
私
立
学
校
に
勤
務
す
る
教
職
員
は
、
私
学

共
済
制
度
の
加
入
者
に
な
り
ま
す
。
こ
の
コ

ン
テ
ン
ツ
で
は
、
加
入
者
に
な
る
と
き
や
退

職
す
る
と
き
、
健
康
保
険
証
に
当
た
る
加
入

者
証
、
被
扶
養
者
の
認
定
・
取
り
消
し
、
任

意
継
続
加
入
者
制
度
、
標
準
報
酬
や
掛
金
等

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

●
短
期
給
付
（
健
康
保
険
）

　
加
入
者
と
被
扶
養
者
の
病
気
や
ケ
ガ
・
結

婚
・
出
産
・
死
亡
・
休
業
・
災
害
な
ど
に
対

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
給
付
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
、
こ
れ
ら
の
給
付
を
ケ
ー

ス
別
に
ま
と
め
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

https://w
w

w
.shigakukyosai.jp/

　
加
入
者
専
用
の
ペ
ー
ジ
と
し
て
各
種
割
引

事
業
や
契
約
施
設
の
検
索
機
能
、
私
学
共
済

ブ
ッ
ク
等
、
加
入
者
の
皆
様
に
役
立
つ
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
ロ
グ
イ
ン
方
法

●
ユ
ー
ザ
ー
名
と
パ
ス
ワ
ー
ド
（
半
角
で

　
入
力
）

ユ
ー
ザ
ー
名
：shigaku

パ
ス
ワ
ー
ド
：letter3813

※
本
誌
33
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
年
金
等
給
付

　
加
入
者
が
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
と
き
や

退
職
し
た
と
き
・
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と

き
・
死
亡
し
た
と
き
に
、
加
入
者
や
遺
族
の

生
活
の
安
定
の
た
め
に
、
年
金
や
一
時
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
、

年
金
制
度
の
概
要
や
手
続
き
な
ど
を
ま
と
め

て
説
明
し
て
い
ま
す
。

●
福
祉
事
業

　
加
入
者
や
被
扶
養
者
の
「
日
常
生
活
を
よ

り
豊
か
に
、よ
り
健
康
に
」
の
テ
ー
マ
の
下
、

福
祉
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ

ン
ツ
で
は
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
、
人
間
ド
ッ
ク

の
利
用
費
用
補
助
、
積
立
貯
金
、
積
立
共
済

年
金
、
共
済
定
期
保
険
、
加
入
者
貸
付
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス

加
入
者
用
ペ
ー
ジ

私
学
共
済
制
度
に
つ
い
て

知
り
た
い
と
き

　
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
私
学
共
済
制
度
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
緊
急
時
や
災
害
時
に
か
か
る
対
応
も
タ
イ
ム
リ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

私学事業団ホームページから
私学共済ホームページにアク
セスする場合は、ここをクリッ
クしてください

利用別メニュー内のログイ
ンボタンをクリック

ユーザー名とパスワードを
入力してログイン

ナビゲーション（スマートフォンの場合）

私学共済制度の内
容が項目ごとに表示
されます。

私学事業団ホームページからアクセスする場合

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

広報相談センター
広報班

ホームページ

スマホ画面右上の
　　をクリックする
とナビゲーションが
表示されます。
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Information

各月の注目情報
　直近で注目していただきたいページをピックアップし掲載してい
ます。

緊急情報
　大規模災害や新型コロナウイルス感染症対応に関する最新情報を
掲載しています。

目的別メニュー

レター（加入者ログインが必要です）
　レターデジタル版とＰＤＦファイルを掲載しています。

契約施設検索（加入者ログインが必要です）
　料金の割引や補助の対象となる契約施設について、都道府県や用
途に応じて絞り込み検索をすることができます。契約施設の内容は
随時更新されます。
※�令和２年 5 月に送付した「私学共済ブック 2020・2021 〔保健・

宿泊編〕」に契約施設一覧は掲載されていません。契約施設検索
を利用してください。

しがくのやど
　私学事業団が運営する宿泊施設のうち、８か所の宿泊所・保養所
の情報を掲載し、宿泊予約もできます。
　本誌レ・トラ（24 ページ）で各施設の紹介をしています。

英文ページ（English）
　私学共済制度について「私学共済ブック 2019 〔給付編〕」を基
に英文で掲載しています。

きょうさいトピックス・更新情報

●きょうさいトピックス
　私学共済制度に関するトピックスを掲載しています。

●更新情報
　ホームページ上の内容を更新したときにお知らせしています。

注目コンテンツ 　

　災害への対応やジェネリック医薬品、マイナンバーなど、特にお
伝えしたい内容を時機に応じて掲載しています。

スマートフォンでの画面イメージ

●加入者ログイン方法
利用別メニュー内の加入者用ログイン
ボタンをクリック
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毎
日
何
気
な
く
入
浴
し
て
い
ま
す
が
、
実

は
健
康
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。

　

入
浴
に
は
次
の
よ
う
な
健
康
効
果
が
あ

り
、
医
学
的
に
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
効
果
の
五
つ
の
作
用

 

１　
温
熱
作
用

　
お
風
呂
に
つ
か
り
温
ま
る
こ
と
で
、
皮
膚

の
毛
細
血
管
や
皮
下
の
血
管
が
広
が
り
、
全

身
の
血
流
が
改
善
し
ま
す
。
血
流
が
良
く
な

る
と
、
全
身
の
隅
々
ま
で
酸
素
や
栄
養
分
が

運
ば
れ
、
老
廃
物
や
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
陳
代
謝
が
活
発
に
な
る
た
め
、

コ
リ
が
和
ら
ぎ
疲
れ
が
取
れ
ま
す
。

　
こ
の
効
果
を
高
め
る
お
湯
の
温
度
は
40
～

43
度
で
す
。

２　
浮
力
作
用

　

プ
ー
ル
な
ど
水
に
つ
か
る
と
浮
力
が
働

入
浴
効
果
で
健
康
増
進

東
京
臨
海
病
院　
健
康
医
学
セ
ン
タ
ー　

看
護
師　

石い
し

井い　

純じ
ゅ
ん

子こ

き
、
カ
ラ
ダ
は
浮
き
ま
す
。
お
風
呂
で
カ
ラ

ダ
を
湯
船
に
沈
め
て
も
、
同
様
に
浮
力
が
働

き
ま
す
。
体
重
が
10
分
の
１
程
度
に
な
る
た

め
、
筋
肉
の
緊
張
や
関
節
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
、
心
も
カ
ラ
ダ
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
す
。

３　
静
水
圧
作
用

　
湯
船
に
肩
ま
で
つ
か
る
と
、
腹
囲
が
３
～

５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
縮
む
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

の
水
圧
が
か
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
下
肢
に
た
ま
っ
た
血
液
が

心
臓
へ
と
戻
っ
て
い
き
、
血
液
の
循
環
を
促

進
し
て
、む
く
み
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。

腹
部
に
圧
が
か
か
る
こ
と
で
、
横
隔
膜
が
押

し
上
げ
ら
れ
、
呼
吸
筋
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

４　
粘
性
、
抵
抗
性
作
用

　
水
中
で
の
歩
行
は
、
空
気
中
よ
り
も
歩
き

に
く
さ
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
粘

性
・
抵
抗
性
で
す
。

　
水
中
で
カ
ラ
ダ
を
動
か
す
と
抵
抗
が
か
か

る
た
め
、
筋
力
の
維
持
や
増
強
に
役
立
ち
ま

す
。

　

湯
船
で
は
十
分
な
運
動
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
だ
け
で
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。

５　
清
浄
作
用

　
湯
船
に
つ
か
る
だ
け
で
、
皮
膚
の
毛
穴
が

開
き
、
皮
膚
表
面
の
汚
れ
が
落
ち
ま
す
。
毛

穴
に
つ
ま
っ
た
汚
れ
が
落
ち
や
す
く
な
る
の

で
、皮
膚
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
浴
時
の
注
意
事
項

　
健
康
の
た
め
の
入
浴
で
も
、
注
意
を
し
な

い
と
思
わ
ぬ
ケ
ガ
や
病
気
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
健
康
効
果
に
つ

な
げ
ま
し
ょ
う
。

●
入
浴
中
の
睡
眠

　
入
浴
で
改
善
さ
れ
た
血
流
は
、
眠
っ
て
し

ま
う
と
穏
や
か
に
な
り
、
脳
へ
の
血
流
が
不

十
分
に
な
っ
て
し
ま
い
気
絶
状
態
に
移
行
す

る
こ
と
が
あ
り
危
険
で
す
。
睡
眠
不
足
時
の

入
浴
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

●
飲
酒
後
の
入
浴

　
酔
い
が
早
ま
る
た
め
、
転
倒
や
溺
水
の
危

険
が
あ
り
ま
す
。

●
脱
水
予
防

　
入
浴
で
は
大
量
に
汗
を
か
き
ま
す
。
入
浴

の
前
後
に
コ
ッ
プ
１
杯
ず
つ
の
水
分
を
補
給

し
、
脱
水
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

　

寒
い
季
節
で
は
温
度
差
に
よ
る
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
対
策
が
必
要
で
す
。

　
リ
ビ
ン
グ
、
脱
衣
所
、
浴
室
等
で
温
度
差

を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
血
管
に
負
荷
が

か
か
り
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
が
発
生
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
普
段
、
シ
ャ
ワ
ー
浴
だ
け
で
済
ま
せ
て
い

る
人
は
、
入
浴
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
毎

日
が
無
理
で
も
、
週
に
数
回
は
湯
船
に
つ

か
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
入
浴
習
慣
の
あ
る
人
は
、
効
果
を

意
識
す
る
こ
と
で
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。

めざ
そう健康体！

カラダ
によいこと
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コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
外
出
が

減
っ
た
こ
と
で
運
動
不
足
に
な
り
、
体
力
と

免
疫
力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
運
動
不
足
は
、
脳
の
働
き
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
最
も
皆

さ
ん
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
認
知
症
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

認
知
症
と
は

　
こ
れ
ま
で
獲
得
し
て
き
た
知
的
能
力
が「
脳

の
変
化
」（
こ
こ
で
は
あ
え
て
変
化
と
し
ま
す
）

に
よ
り
、
自
立
し
た
日
常
生
活
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
で
す
。
出
生
か
ら
こ
れ
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
知
識
や
経
験
を
積
ん
で
き
て
い
る
も

の
が
徐
々
に
失
わ
れ
、
今
ま
で
で
き
て
い
た

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
、
日
常
生
活

が
正
常
に
営
め
な
い
と
い
う
状
態
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
脳
の
変
化
と
は
、
老
化
の
こ

と
で
す
。
老
化
に
よ
り
脳
神
経
細
胞
の
機
能

が
低
下
し
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
た

と
き
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
認
知
症
と
し
て
認

識
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

脳
の
老
化
は
ど
こ
で
起
こ
る
か

　
老
化
現
象
は
、
私
た
ち
生
き
と
し
生
け
る

も
の
が
必
ず
背
負
う
宿
命
で
あ
り
、
全
身
の

臓
器
が
常
に
老
化
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
脳
の
老
化
は
、
脳
の
ど
こ
で
起
こ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
脳
に
は
、
血
管
と
脳
神
経
細
胞
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
二
つ
が
有
機
的
に
機
能
す
る
こ
と

で
、
皆
さ
ん
の
脳
活
動
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
脳
血
管
と
脳
細
胞
の
ど

ち
ら
が
障
害
さ
れ
て
も
、
脳
は
機
能
低
下
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

脳
の
老
化
は
、
ま
さ
に
こ
の
脳
血
管
と
脳

神
経
細
胞
の
両
方
で
起
こ
り
ま
す
。
脳
血
管

と
脳
神
経
細
胞
の
老
化
を
予
防
す
る
こ
と

が
、
認
知
症
の
予
防
に
つ
な
が
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

認
知
症
の
危
険
因
子

　
２
０
１
７
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
権
威
の
あ
る

科
学
論
文
雑
誌Lancet

（V
ol.390 D

ec, 
16 .2017

）
で
、
各
年
代
別
の
認
知
症
の
危

険
因
子
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
年
期

（
45
～
65
歳
）
で
は
、
肥
満
・
高
血
圧
・
難
聴
、

高
齢
期
（
65
歳
以
上
）
で
は
、喫
煙・抑
う
つ・

運
動
不
足
・
社
会
的
孤
立
が
危
険
因
子
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
生
活
習
慣
病
だ
け
と
思
わ
れ
て

い
た
認
知
症
の
危
険
因
子
に
、
中
年
期
で
は

聴
力
低
下
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
興

味
深
い
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
難
聴
に
対

し
て
は
早
め
に
補
聴
器
を
使
用
す
る
の
が
よ

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

認
知
症
を
予
防
す
る
に
は

　
こ
の
よ
う
な
危
険
因
子
を
避
け
る
た
め
に

は
、
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　

答
え
は
運
動
で
す
。
前
述
の
論
文
で
は
、

認
知
症
を
予
防
す
る
３
大
要
素
と
し
て
、
①

脳
の
予
備
力
を
上
げ
る　
②
脳
細
胞
の
炎
症

に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
抑
え
る　

③
脳
血
管
を

保
護
す
る
、
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
す

べ
て
を
可
能
に
す
る
要
素
は
、
運
動
す
る
こ

と
な
の
で
す
。
認
知
機
能
を
維
持
す
る
た
め

に
、
運
動
を
毎
日
継
続
的
に
行
う
こ
と
は
、

と
て
も
重
要
で
す
。

　
認
知
症
予
防
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
運
動
す

る
こ
と
」
で
す
。
身
体
活
動
量
の
基
準
は
、

18
～
64
歳
の
人
で
、
歩
行
又
は
そ
れ
と
同
等

以
上
の
強
度
の
身
体
活
動
を
毎
日
60
分
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
身
体
活

動
基
準
２
０
１
３
」
参
照
）。

　
運
動
に
よ
り
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
で
、
認

知
症
を
予
防
し
て
元
気
な
人
生
を
送
り
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
同
時
に
、
適
度
な
運
動
で

免
疫
力
を
高
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

負
け
な
い
カ
ラ
ダ
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

日本私立学校振興・共済事業団 直営医療施設

東京臨海病院
〒134-0086
東京都江戸川区
臨海町1-4-2
☎03（5605）8811（代表）
http://www.tokyorinkai.jp/

◆東京メトロ東西線「西葛西」駅から都バス「臨海町
二丁目団地前行」約10分「東京臨海病院前」下車

◆東京メトロ東西線「葛西」駅から京成バス臨海病院線�
「東京臨海病院行」約12分
◆JR京葉線「葛西臨海公園」駅から徒歩約20分

認
知
症
を
予
防
し
よ
う

町ま
ち

田だ 

裕
ゆ
た
か

東
京
臨
海
病
院

神
経
内
科

［参考］「健康づくりのための身体活動基準2013」　https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002xple.html
　　　（作成 平成25年 3月18日　最終閲覧 令和３年６月７日）



レ
トラ

Let’s 
Travel

魅
力
満
点
の
日
本
の
夏

24

上／北海道庁旧本庁舎（札幌ガーデンパレスから徒歩１分）　左下／札幌時計台　中央下／札幌もいわ山 ロープウェイ
右下／幌見峠（札幌市）のラベンダー（札幌ガーデンパレスから車で約30分）　

☎ 011（261）5311（代表）

〒060-0001　札幌市中央区北1条西6丁目
https://www.hotelgp-sapporo.com/
【アクセス】 �JR「札幌」駅南口から徒歩７分。地下鉄「大通」駅下車、徒歩

５分又は、札幌駅前通地下歩行空間６番出口から徒歩3分

　鮮やかな緑色の木々の葉が揺れ、爽やかな空気を
感じる北海道。
　過ごしやすいベストシーズンの到来です。これか
らの時期は屋外で楽しめるスポットが目白押し。
　スケールの大きな海や山でのレジャーを体感した
ら、この季節でしか味わえない海産物や山の恵みを
探しに市場や道の駅に足を運ぶのもお薦めです。
　お越しになる皆さま一人一人のベストな北海道を
ぜひ見つけてください。

色彩豊かな夏の北海道北海道 札幌たびストーリー
1泊朝食付
デラックスツインルーム

（２名１室／１名様）
	  5,750円

トリプルルーム（3名1室／１名様）
	  5,350円
※ソファベッド１台使用
取扱期間：�令和３年９月30日まで

（ホテル指定日を除きます）
特典
①アーリーチェックイン12:00～
　レイトチェックアウト12:00
　（最大24時間ステイ）
②北海道庁向きのお部屋（10階以上）
③道内の温泉の入浴剤付
④未就学児の添い寝無料

料金案内
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南禅寺の青もみじ

志賀高原の蓮池（やまゆり荘から徒歩10分） ニッコウキスゲ

１泊２食付プラン
（１名１室／1名様）	  9,100円
（2名1室／1名様）	  8,500円
（3～4名1室／1名様）	  8,000円
取扱期間：通年

料金案内

本格京会席コース
１泊２食（1名様より1室／1名様）
	 13,400円　14,500円　
　 15,700円
取扱期間：�通年（年末年始、繁忙期を

除きます）
※京都市宿泊税200円を含みます。

日帰り（お食事）プラン
	   6,200円　7,300円　

   8,500円（昼夜共通）

ご昼食のみのご利用は…
ミニ会席 	  4,800円
湯豆腐会席 	  3,800円
松花堂弁当 	  3,500円

料金案内

京都の青もみじが
見ごろです京都

志賀高原で高山植物に触れる志賀高原

　京都では「青もみじ」が見ごろを迎えてい
ます。青もみじの若々しい淡緑色も徐々に色
合いを変え、7月が終わる頃には古刹に清涼
感をもたらす、落ち着きのある緑色に変化
します。青もみじを楽しめる「南禅寺」や「永
観堂」は白河院から歩いていける距離にあ
ります。この時期は比較的観光客が少なく、
ゆったりと名刹を巡ることができます。
　今夏は京都宿泊所「白河院」で雅な京会
席とともに名庭と名建築をご堪能ください。

　志賀高原もグリーンシーズンを迎えました。志賀高原は自然
環境との共生などを目的とした、ユネスコエコパーク（生物圏
保存地域）に登録されています。志賀高原の豊かな自然に触れ
るにはトレッキングが最適です。「やまゆり荘」では、トレッ
キングのガイドを紹介しています。
　この夏はトレッキングで高原の自然を満喫してみませんか。

〒606-8333　京都市左京区岡崎法勝寺町16
【アクセス】 �JR「京都」駅・阪急「京都河原町」駅・

京阪「三条」駅それぞれから、⑤番
「国際会館駅・岩倉」行きバスで
「岡崎法勝寺町」下車、すぐ前

☎ 075（761）0201京都 白
し ら

河
か わ

院
い ん

〒381-0401　長野県下高井郡山ノ内町大字平穏7148　
【アクセス】�JR「長野」駅東口から「志賀高原」行き急行バスで70分又は長野電鉄「湯田中」駅からバスで

約40分、いずれも「蓮池ひろば」下車、徒歩5分☎ 0269（34）2102

志賀高原 やまゆり荘
そ う



26

ゆったりプラン（イメージ）

　東日本大震災から10年が経ちました。震災の
津波により大きな被害を受けた宮城県名取市「閖
上」地区。かさ上げ工事が完了し、住宅や学校
も再建されました。
　地区を流れる名取川の河口に程近い川辺に「か
わまちてらす閖上」があります。閖上は、震災
前は賑わいのある港町でした。再建されたお店
をここに集約し、地元のグルメや特産品を販売
する店舗や飲食店、カフェなど 25 件が出店し
賑わっています。
　地区には震災犠牲者を追悼する「震災メモリ
アル公園」や、震災時の記録を残す「震災復興
伝承館」もある復興をとげた町「閖上」を訪れ
てみませんか。

生まれ変わる町
「閖

ゆ り

上
あ げ

」仙台

〒983-0852　仙台市宮城野区榴岡4-１-５
https://www.hotelgp-sendai.com/
【アクセス】�JR「仙台」駅東口から徒歩3分又は地下鉄東西線「宮城野通」駅北1出口から徒歩1分☎ 022（299）6211（代表）

ゆったりプラン（加入者限定）
１泊２食（１名様より１室／１名様）	  12,000円

（通常価格18,000円）
※休前日のご利用は2,000円の割り増しとなります。
※夕食時間はあらかじめ指定してください（17:00～19:00）。
※朝食は2階「楓」にてご用意します（7:00～9:00）。

さらに1名につき1,000円でいずれかのグレードアップ！
A．釜めしを旬の握り寿司に変更
B．魚介のアクアパッツァを追加
C.　90分飲み放題(ビール/ワイン/日本酒/ソフトドリンク)

料金案内

かわまちてらす閖上（仙台市から車で約30分）かわまちてらす閖上

左上／閖上名物の赤貝を使用した海鮮丼（閖上特産の一例）
右上／閖上名物の赤貝の刺身（閖上特産の一例）

左下／笹かまぼこ（閖上特産の一例）　右下／ずんだ餅（宮城の郷土料理）
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洋中コラボディナー（イメージ）

〒113-0034　東京都文京区湯島1-7-5
https://www.hotelgp-tokyo.com/
【アクセス】�JR・地下鉄丸ノ内線「御茶ノ水」駅又は地下鉄千代田線「新御茶ノ水」駅下車、徒歩5分☎ 03（3813）6211（代表）

　上野駅のそばにある「上野恩賜公園」には、周囲２キロメー
トルほどの不忍池があります。その不忍池では、７月中旬か
ら８月上旬にかけて、蓮が赤や白の
大輪の花を咲かせます。蓮の花は午
後には閉じてしまうため、午前７時か
ら９時ごろまでが見ごろです。
　早起きして不忍池の大輪の蓮の花
を観賞してみてはいかがでしょうか。

不
し の ば ず の い け

忍池の蓮の花が
見ごろです東京

東京たびストーリー　『プレミアム』　★洋中コラボディナーで贅沢に★
1泊2食付
スーペリアツインルーム（2名１室／1名様） 	  10,500円
※チェックイン14:00～チェックアウト12:00

料金案内

〈6～8月のコース内容〉
・食前酒
・フカヒレのコンソメゼリー カリフラワーのブルーテ
・�オーロラスタイル前菜盛り合わせ（揚げワンタントリュフ塩、洋パイ、鮎、フォアグラ、鱧）
・ガスパチョ
・大海老のバジルソースとエビマヨ金砂仕立ての2種盛り
・四川ソースでマリネしたサーロインのグリル
・桃のデザート
・パン
・コーヒー又は紅茶
※9月以降はコース内容が変更になります。
※料理は予告なく変更となる場合があります。

不忍池の蓮の花 神田明神　随神門

不忍池（東京ガーデンパレスから徒歩17分）
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〒259-0314　神奈川県足柄下郡湯河原町宮上745
【アクセス】�JR「湯河原」駅から「奥湯河原」行き又は「不動滝」行きバスで15分
　　　　　「美術館前」下車、すぐ前

☎ 0465(63)3755湯河原 敷
しき

島
しま

館
かん

お刺身コース（イメージ） 千歳川

浴室

朝食バイキング（イメージ）

大阪ダックツアー

料金案内

和食会席コース
1泊２食（1名様より1室／1名様）	  12,100円
取扱期間：通年
会席コース９品スタンダードコースです。

お刺身コース
1泊２食（2名様より1室／1名様）	  13,600円
お刺身を大皿でご用意します。
取扱期間：通年（お盆・年末年始を除きます）
※2名様より承ります。

　湯河原には、明治以降多くの文人が逗留し、
夏目漱石も「こころ」をこの地で執筆しました。
風光明媚で海と山の幸に恵まれた温泉地の湯河
原には、文人に好まれる魅力があるのでしょう。
　日帰り温泉（13～20時）もご利用いただける、
「敷島館」でひと休みしてはいかがでしょう。

　大阪都心部を巡る観光なら、屋根も窓ガラスもない水陸両
用バスによる「大阪ダックツアー」がおすすめです。
　道路走行時に聞く観光ガイドの説明は、芸人顔負けの話術
で面白く、通行人に手を振れば笑顔で応えてくれるなど、大
阪ならではの楽しさです。最大の見せ場は水上観光への切り
替え時。大川（旧淀川）への突入時の豪快な水しぶきに車内
に歓声が響きます。川面からの景観も壮観で、水上観光の後
は天満橋駅そばの出発点（川の駅はちけんや）に戻ります。
　この夏は、大阪ガーデンパレスに宿泊して、涼しげな大阪
観光をお楽しみください。

日常から離れて
ひと休み

水陸両用バスで大阪観光

湯河原

大阪

〒 532-0004　大阪市淀川区西宮原 1-3-35
https://www.hotelgp-osaka.com/
【アクセス】JR「新大阪」駅北口から徒歩10分又は無料シャトルバスで3分☎ 06(6396)6211（代表）

大川沿いの風景

1泊朝食付プラン
シングルルーム（1名1室／1名様）
	  5,600～8,900円
ツインルーム（2名1室／2名様）
	  11,100～17,000円
取扱期間：通年（年末年始を除きます）

料金案内

※�社会情勢等により提供スタイルを変更
する場合がございます。
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京都の夏の風物詩
川床を楽しむ京都

〒602-0912　京都市上京区烏丸通下長者町上ル龍前町605番地
https://www.hotelgp-kyoto.com/
【アクセス】�JR「京都」駅から地下鉄烏丸線「丸太町」駅下車、②番出口から徒歩8分☎ 075(411)0111（代表）

京都 貴船川床 夕涼みプラン（往復送迎付）
スタンダードツイン
１泊２食（2名1室／１名様）	  16,800円〜
行程：�17:50ホテル出発→貴船で夕食→21:00ごろ帰館
取扱期間：令和３年９月26日まで
※朝食は和定食又は洋定食から選べます。
※京都市宿泊税200円が別途必要になります。
※２名様からの予約を承ります。
※�雨天、川の増水時などは貴船現地施設（屋内）での夕食となります。

料金案内

四季彩（しきさい）プラン
スタンダードツイン
１泊２食（2名1室／１名様）	  11,500円〜
取扱期間：通年（年末年始を除きます）
夕食：�京会席・おばんざい会席・フレンチから選べます。
朝食：�和定食・洋定食から選べます。 
※�食事はホテル内になります。
※�京都市宿泊税200円が別途必要になります。

料金案内

貴船川床　夕涼みプラン（イメージ）

　「京都の奥座敷」と呼ばれる貴船では５月になると川
床が並びます。
　大正時代、涼しい川沿いに小さな腰掛を出して貴船神
社への参拝者をもてなしたのが始まりとされています。
　現在は川の上にお座敷を設け、京都市内より気温が
10度は低い涼やかな空間で、川のせせらぎを聴きなが
ら優美な京料理をいただく風流が楽しまれています。
　鴨川の源流の一つである貴船川の川床で鮮やかな京料
理をお楽しみください。 貴船川床　夕涼みプラン（イメージ）

貴船川床　夕涼みプラン　夕食（イメ―ジ）

四季彩プラン　フレンチ（イメージ） 四季彩プラン　京会席（イメージ）
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読
者
のの窓窓

　
私
の
好
き
な
季
節
は
や
は
り
春
で
す
。
何

と
い
っ
て
も
桜
が
き
れ
い
な
の
と
新
し
い
ス

タ
ー
ト
の
季
節
で
ウ
キ
ウ
キ
し
ま
す
。
寒
い

の
が
苦
手
な
の
で
暖
か
い
季
節
に
向
か
っ
て

い
く
の
も
い
い
で
す
。石

川
県　
50
代　
女
性

　
公
立
高
校
よ
り
施
設
設
備
に
勝
る
私
立
高

校
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
り
、
好
き
な
季
節

に
夏
も
加
わ
り
ま
し
た
。
エ
ア
コ
ン
が
一
日
中

効
い
て
い
る
の
で
、
快
適
に
勤
務
で
き
ま
す
。

　

で
も
、
新
し
い
生
徒
と
の
出
会
い
に
胸

躍
る
春
が
№
１
で
す
ね
。
若
者
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
草
木
か
ら
は
命
の
ビ
タ
ミ
ン
を
得
ら

れ
ま
す
！

愛
知
県　
60
代　
女
性

テ
ー
マ
投
稿

　
秋
が
好
き
で
す
。
誕
生
月
が
秋
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、
豊
穣
の
秋
、
た
く
さ
ん
の

食
べ
も
の
が
お
い
し
い
で
す
！
新
米
に
秋さ

刀ん

魚ま

、
秋
鮭
、
栗
や
さ
つ
ま
い
も
…
澄
ん
だ
空

の
下
で
の
い
も
煮
会
は
収
穫
に
感
謝
す
る
行

事
で
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
今
年
は
制
約
な

し
で
楽
し
み
た
い
な
あ
と
願
い
ま
す
。

宮
城
県　
40
代　
女
性

　
私
が
好
き
な
季
節
は
冬
か
ら
春
に
変
わ
る

時
季
で
す
。
白
梅
を
先
駆
け
と
し
て
色
と
り

ど
り
の
花
が
咲
い
て
い
く
様
子
に
春
の
喜
び

を
感
じ
ま
す
。

神
奈
川
県　
50
代　
女
性

　
冬
号
へ
の
感
想

名
画
の
も
の
が
た
り

　
名
画
の
も
の
が
た
り
を
毎
号
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
実
際
に
美
術
館
に
主
人
と
足
を

運
ん
で
絵
を
鑑
賞
し
て
い
ま
す
。
絵
の
解
説

を
読
み
、
自
分
な
り
に
空
想
を
ひ
ろ
げ
、
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

千
葉
県　
60
代　
女
性

写
真
投
稿

め
ざ
そ
う
健
康
体
！
カ
ラ
ダ
に
よ
い
こ
と

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
カ
ラ
ダ
を
作
り
直

そ
う

　
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
私
も
ほ
ぼ
毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
し
て
い
ま
す
が
物
足
り
な
く
思
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
走
る
こ
と
も

取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

埼
玉
県　
60
代　
男
性

レ
・
ト
ラ　
心
と
き
め
く
冬
の
旅

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
や
が
て
く
る
で
あ
ろ
う
平

穏
な
日
々
を
願
い
、「
レ
タ
ー
」
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
直
営
の
施
設
の
ご
案
内
や
周
辺
の

美
し
い
景
色
を
拝
見
し
て
、「
次
は
い
つ
行

け
る
か
な
」
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
ガ
ン
バ
ラ
な
き
ゃ
、と
い
う
活
力
を「
レ

タ
ー
」
か
ら
頂
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
（
医
療
従
事
者
）。

大
阪
府　
60
代　
女
性

世
界
の
教
育
現
場
か
ら

ネ
パ
ー
ル
で
の
教
育
体
験
記

　
ボ
ー
ル
の
数
を
多
く
す
る
こ
と
で
上
達
す

る
こ
と
よ
り
も
大
切
な
こ
と
が
あ
る
の
で
す

ね
。
無
言
で
片
づ
け
を
見
守
る
の
は
家
庭
で

試
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

神
奈
川
県　
40
代　
男
性

「
思
い
が
け
ず
撮
れ
た
傑
作
」

　
ベ
ラ
ン
ダ
で
ベ
タ
ン
と
い
う
大
き
な
音
が

し
た
。
幸
福
の
使
者
の
到
来
だ
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
６
月
、
フ
ク
ロ
ウ
が
札
幌
の

我
が
家
に
や
っ
て
き
た
。
妊
娠
中
の
娘
と
フ

ク
ロ
ウ
の
目
が
ピ
タ
リ
と
あ
っ
た
瞬
間
を

キ
ャ
ッ
チ
し
た
。
９
月
、
元
気
な
初
孫
が
誕

生
し
た
。
命
名
は
福
郎
？
で
は
な
く
暁
斗
で

す
。

北
海
道　
50
代　
男
性

冬
号
で
募
集

わ
た
し
の
好
き
な
季
節

読
者
の
声
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ミニ
美術館

＊募集対象者　加入者の家族で幼児から小学生までのお子様が
描いたもの。学校（園）で取りまとめた児童、園児の絵は募
集の対象になりません。

＊用　紙　B4判程度の画用紙で横長のもの
＊色がはっきりと出る画材（絵の具、クレヨン、水性ペンなど）
を使用してください。

＊作品の裏に①加入者証の記号番号　②加入者氏名　③描いた
お子様の氏名・年齢・性別　④絵のタイトル　⑤住所・電話
番号を記入してください。

＊作品は原則返却しませんが、返却を希望される場合は、その
旨といつまでに返却希望かを書き添えてください。

＊投稿されたお子様の氏名を掲載します。
＊表紙絵として掲載させていただいた人に図書カードをお贈り
します。作品は私学共済ホームページ等にも掲載します。

応募の際にいただいた個人情報については、賞品発送のみに使用します。

送付先 〒 113-8441　東京都文京区湯島1-7-5
私学事業団　広報相談センター　原稿・表紙絵募集係

今回のテーマは「わたしが楽しみにしていること」です。
普段から楽しみにしていること、まだ実現していないけれどこれか
ら楽しみにしていることなどエピソードを大募集！100〜200字
程度でお寄せください。

テーマ投稿

表紙を飾る絵を募集します。
お子様の力作を、ぜひご応募ください。 

表紙絵募集 通年募集

『レター』は加入者の皆さんの広報誌です。
心にとまったこと、伝えたいことを書いてみませんか。

原 稿 募 集

＊作品に①加入者証の記号番号　②加入者氏名　③住所・電話番号を
書き添えてください。

＊投稿は郵送でお願いします。
＊投稿作品は返却しません。また、投稿作品の選考・掲載に関するお
問い合わせはご遠慮ください。

＊投稿された人の氏名は掲載しません。
＊掲載させていただいた人に図書カードをお贈りします。作品は私学
共済ホームページにも掲載します。

文章作品 趣味や日課・最近の出来事などテーマは自由
です。200〜600字程度でお寄せください。

短歌・俳句・川柳 初めての投稿も大歓迎。テーマは自由です。

写真投稿 お気に入りの写真、思いがけず撮れた傑作、
素敵な庭、思い出の品、ペットの写真などテーマは自由です。写真に
まつわるエピソードと一緒に、とっておきの１枚を送ってください。

「あじさいの通り道」
山形県　矢作 きららさん（9歳）

「なつやすみのおもいで」
長崎県　溝道 理央さん（4歳）

「海の社会」
大阪府　萩原 憧大さん（10歳）

「にんぎょたちの海水浴」
岐阜県　佐藤 栞那さん（5歳）
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隣り合う二つのマスを足し合わせた数が上のマス
に入るピラミッドがあります。一番上の色マスに
入る数字はいくつでしょう？

ピラミッド計算
難易度　

サイコロ展開図パズル
ピラミッド計算

14

46 66

4
12

1 9

答え

解答

230

230
105 125

46 59 66

19
20 26 33 33

14
10 4

8 12 14
1 7 5 9

答え

重なり合う三字熟語
難易度　

A B

答え

A

B

例

数
決
多

多 数 決

例のように、三字熟
語の各漢字の一部を
拡大したものです。
隠れた部分を推理し
て元の熟語を導き出
し、Ａ・Ｂの漢字をつ
なげてできる熟語を
答えてください。

ルール

A

B

答え

気
楽

気
水
蒸 家

楽
音

A水 蒸 気 B音 楽 家

解答

【締め切り】	 11月30日（消印有効）
【発　　表】	『レター』冬号に掲載
【賞　　品】	 正解者の中から40名に図書カード、10名に『実力番
付ナンプレ250問』（発売：マガジン・マガジン／出題：スカイネッ
トコーポレーション）をお贈りします。

【応募要項】	 ❶答え（どちらか1問でも可）ピラミッド計算の答え、
重なり合う三字熟語の答えを書く。❷本誌やクイズの感想、ご希
望などをひと言（読者の窓に掲載させていただくことがあります）。❸前ページの

「原稿募集」の募集内容もご記入いただければ、併せて応募可能です。❹加入者証
の記号番号　❺自宅住所・郵便番号　❻氏名・年齢を記入して、ハガキ又は封書
でご応募ください。

【宛 て 先】	 〒113-8441／私学事業団　チャレンジ the パズル 係

『チャレンジtheパズル』の応募要項

応募の際にいただいた個人情報については、当選者発表及び賞品発送のみに使用します。
応募は１人1口とさせていただきます。

見本

制作／スカイネットコーポレーション

●図書カード
木澤　賢人（北海道）
宮崎　央子（北海道）
森下日花里 （北海道）
小野　　明（宮城県）
長井　孝行（宮城県）
岩沢麻衣子（福島県）
船山　貴司（茨城県）

牧野　　樂（茨城県）
立花　水晶（埼玉県）
半田　智洋 （埼玉県）
藤本　光夫（埼玉県）
松田　昌二 （埼玉県）
正村　千晶（千葉県）
宇治川雅人（東京都）
加藤　幸子（東京都）

町井さち子 （東京都）
滿井　美江（東京都）
米澤友美子（東京都）
杉山　立志 （神奈川県）
佐藤　修一（新潟県）
水野　美希（新潟県）
荒井彩也香（福井県）
中村　昭宏 （静岡県）

宇野　里香（愛知県）
加藤　勝広（愛知県）
草薙　智恵（愛知県）
中村　早紀（愛知県）
矢野　幸洋（京都府）
和田　幹男 （京都府）
大岸　英子（大阪府）
白川恵美代 （大阪府）

中村万紀子 （大阪府）
好川真知子 （大阪府）
箱井真由里 （兵庫県）
阿部　隆夫（奈良県）
城内　敏美（奈良県）
白倉　英子（岡山県）
田岡　琢夫 （広島県）
虎取　信幸（福岡県）

橋本　伸子（宮崎県）

●パズル本
澤田　次郎（埼玉県）
山本　文子 （神奈川県）
山本美由紀 （石川県）
西野　治喜（大阪府）

原田登代美 （大阪府）
若松　陽子（大阪府）
新　真理子（兵庫県）
佐藤　文香（福岡県）
石川真由美 （大分県）
笹岡　広則（宮崎県）

応募総数　824名　下記の方に賞品をお送りしました。（敬称略）パズル冬号当選者

冬号の解答
ナ ンバープ レ イ ス 答 え

イ
+ =

ロ 答
5 8 13

イ

ロ

❶タテ列（9列）、ヨコ列（9列）のそれぞれの列の中に、1～9
の数字が必ず1つずつ入ります。 ❷3×3マスの太線で囲ま

れたすべてのブロック（9個）の中にも1～9の数字が必ず1つずつ入ります。
❸ ❶❷にしたがって、すべての空きマスを数字で埋めます。

例題の左上のブロックにはまだ１が入っていないので、１の
入るマスを探しましょう。左上のブロックで９のすぐ左のマ

ス以外の空きマスに１を入れると、タテ列やヨコ列に１が重複して入ること
になります。よって、１は９のすぐ左のマスに入ることが決まります。このよ
うに、確実に数字が決まるブロックから探して、順番に埋めていきましょう。

難易度 ★★★★★

例題 答え

数字を足した数
お答えください。 イ + =

ロ 答

ナンバープレイス答え

イ
+ =

ロ 答

イ

ロ

5 8 13

7 4
6 1 9
1 7 2 3

2 8
4 8 2 1 7 3
5 4

2 1 9 4
4 5 8

4 9

5 3 2 7 9 4 8 1 6
6 8 4 3 1 2 5 7 9
1 7 9 6 8 5 4 2 3
3 2 6 5 4 7 9 8 1
9 4 8 2 6 1 7 3 5
7 5 1 9 3 8 6 4 2
2 1 5 8 7 6 3 9 4
4 9 7 1 5 3 2 6 8
8 6 3 4 2 9 1 5 7

ナンバープレイス
ルール

考え方

漢字ダイヤモンドパズル 発
A

表
B

チャレンジ　　　パズルチャレンジ　　　パズルチャレンジ　　　パズルチャレンジ　　　パズルパズルで
あなたの脳を
活性化！

パズルで
あなたの脳を
活性化！

the

今年度は、毎号違うパズルを掲載します。
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学校等数
14,746校

（100校増）

加入者数
605,267人
（10,059人増）

被扶養者数
345,041人

（649人減）

年金者数
554,763人
（19,054人増）

私学共済制度の構成
（令和３年3月現在）

※（　）内は前年同月差です。

私学共済ホームページアドレス
https://www.shigakukyosai.jp/

加入者用ページ　ユーザー名：shigaku（半角で入力）
　　　　　　　　パスワード：letter3813

日
に
日
に
汗
ば
む
陽
気
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
つ
け
た

生
活
に
は
慣
れ
ま
し
た
が
、
階
段
を
昇
っ

た
後
の
息
切
れ
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
。

　
外
で
思
い
っ
き
り
汗
を
か
く
よ
う
な

運
動
も
し
づ
ら
い
な
か
、
公
園
等
で
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
日
課
に
な
っ
て
い
る

人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
汗

を
流
す
た
め
の
シ
ャ
ワ
ー
も
気
持
ち
い

い
の
で
す
が
、
湯
船
に
つ
か
る
と
、「
や
っ

ぱ
り
お
風
呂
っ
て
い
い
な
」
と
ふ
と
思
い

ま
す
。
疲
れ
た
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

に
は
湯
船
に
つ
か
る
入
浴
を
習
慣
に
す

る
こ
と
が
効
果
的
な
よ
う
で
す
。

　
今
回
の「
カ
ラ
ダ
に
よ
い
こ
と
」で
は
、

入
浴
効
果
を
テ
ー
マ
に
記
事
を
掲
載
し

ま
し
た
。

　
湯
船
に
つ
か
り
な
が
ら
一
日
を
振
り

返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
次
回
の
「
レ
タ
ー
」
秋
号
は
10
月
上

旬
に
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。
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編集室

材料（2人前）　1人前598kcal
春雨 ........................................15g
ブロッコリー ........................... 1房

A
水........................................400cc
干ししいたけ ........................... 2枚

B
絹豆腐 ..................... 1/2丁（150g）
豚もも肉................................100g
赤パプリカ............... 1/2個（100g）
ゆでたけのこ ...........................50g

C
鶏がらスープの素.............15g（T1）
黒酢.................................45g（T3）
醤油.................................15g（T1）
黒ビール..........50g＋みりん ...20g
(もしくは紹興酒 ............ 30g（T2））
片栗粉 ............................ 5g（t1弱）
水.......................................... 50cc
すし酢 ...........................100g（T7）

お好みで
ラー油、山椒、青ネギ小口切り、
赤唐辛子

作り方

１ ブロッコリーを食べやすい大きさにカットして、下茹でしておく。

2 A を小鍋に入れ中火（IH火力３）で火にかける。

3 B を食べやすい大きさにカットしておく。

4 ２が沸騰したら、カットした B を入れ、蓋をせずに豚肉に火が通
るまで茹でる。さらに春雨を加えて３分茹でる。

5 C をボウルに入れ混ぜておき、４に入れて絶えずかき混ぜてとろ
みをつける。お好みでラー油、山椒、青ネギ小口切り、赤唐辛子を	
追加して盛り付ける。

赤パプリカに多く含まれるビタミン B1と B6はタンパク質、糖質の代
謝に深く関わっていて「疲労回復のビタミン」とも呼ばれます。100g
の赤パプリカで 1日のビタミン B1推奨量の半分
ほどの摂取が可能です。またブロッコリーは植物
性のたんぱく質を豊富に含み、筋肉を作るだけで
なく、体の調子を整えて糖をエネルギーに変え、
疲れにくい体を作るのを手伝ってくれます。

POINT

調理時間 約15分

夏野菜の
中華春雨スープ

監修／フードコーディネーター
森山 由香（株式会社いえこと）

簡単
レシピ

おうちで作
ろう

※�T=大さじ、t =小さじ（材料によって１杯当たりの重さ（g）は異なります）
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箱根登山鉄道

〒250-0405　神奈川県足柄下郡箱根町大平台312
【アクセス】�箱根登山鉄道「箱根湯本」駅又はJR「小田原」駅から伊豆箱根バス・箱根登山バスで

「大平台」下車、徒歩2分。箱根登山鉄道「大平台」駅下車、徒歩5分☎ 0460（82）2094
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箱根ガラスの森美術館

味彩プラン
１泊２食（2名1室／１名様） 	  13,500円〜

（7月17日から8月31日までは、14,500円〜）
取扱期間：通年（年末年始を除きます）
※休前日のご利用は500円割り増しとなります。
※�閑散期の平日（特定日を除きます）は1,000円の割り増しで１名１室のご利用も
可能です。ご利用可能日はお問い合わせください。
※�上記以外の宿泊プランもご用意していますので、お気軽にお問い合わせください。 対岳荘　客室

箱根湯本温泉


